
表紙：伊予三島運動公園のバラ園（平成 29 年 5 月 11 日撮影）

特集

平成 30 年度当初予算

愛媛大学紙産業イノベーションセンター落成

市職員採用試験（前期日程）

市民文化ホールの愛称募集

議会だより

四国中央市データ

　　3月末日現在（前月比）

人口  男　42,909人 （-152）

　　  女　45,187人 （-160）

　　  計　88,096人 （-312）

世帯　38,874世帯　   （+9）

四国中央市
マスコットキャラクター
「しこちゅ～」



当
初
予
算
編
成
方
針

～
子
育
て
環
境
充
実
・
地
域
産
業
活
性
化
推
進
～

　

新
市
発
足
か
ら
14
年
が
経
過
し
ま
し
た
。「
ま

ち
」「
う
み
」「
や
ま
」
が
一
つ
に
な
る
こ
と
を

基
本
理
念
と
し
、
新
市
の
発
展
と
住
民
福
祉
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
策
定
し
た
新
市
建

設
計
画
の
期
間
も
残
り
２
年
と
な
り
、
平
成
30

年
度
は
、
本
計
画
の
総
仕
上
げ
に
向
け
て
、
本

市
発
展
の
礎
と
な
る
新
庁
舎
や
市
民
文
化
ホ
ー

ル
の
建
設
事
業
に
重
点
配
分
し
ま
し
た
。

　

ま
た
本
市
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社

会
、
公
共
施
設
・
イ
ン
フ
ラ
資
産
（
道
路
・
橋
り
ょ

う
な
ど
）
の
更
新
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
が
、
地
方
創
生
と
公
共
施
設
な
ど
の
適
正
管

理
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

ら
の
課
題
を
乗
り
越
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
方
針
に
基
づ
き
編
成
し
た
一
般

会
計
予
算
の
歳
入
で
は
、
景
気
の
回
復
基
調
を
背

景
と
し
て
、
市
税
収
入
な
ど
で
増
収
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
交
付
税

の
合
併
に
伴
う
優
遇
措
置
の
一
部
縮
減
な
ど
の

減
収
要
因
も
あ
る
た
め
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
歳
出
で
は
、
防
災
・

減
災
対
策
、
子
育
て
環
境
充
実
、
地
域
産
業
の
活

性
化
に
重
点
化
す
る
な
ど
、
選
択
と
集
中
に
よ
る

予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

～
新
市
建
設
計
画
総
仕
上
げ
に
向
け
て
～

平
成
30
年
度

当
初
予
算
　財政課　28-6007

予算総額 643 億 8,000 万円
一般会計 401 億 5,000 万円（前年度比＋ 11.6％）　特別会計 242 億 3,000 万円（前年度比△ 12.4％）

項目 予算額（千円）

 人件費 7,347,450　

 扶助費 7,574,683　

 公債費 4,891,851　

 普通建設事業費 7,512,742　

 物件費 5,544,764　

 その他 409,705　

 維持補修費 278,667　

 補助費等 2,596,146　

 繰出金 3,984,332　

 積立金 9,660　

合計 40,150,000　

歳出（性質別）

項目 予算額（千円）

 市税 14,896,200　

 分担金及び負担金 524,348　

 使用料及び手数料 838,147　

 諸収入などの収入 886,768　

 繰入金 1,631,265　

 地方交付税 5,580,000　

 地方譲与税 330,000　

 その他の交付金 1,786,000　

 国・県支出金 7,258,872　

 市債 6,418,400　

合計 40,150,000　

歳入（性質別）

一般会計予算（401 億 5,000 万円）の内訳

※割合が 0.1％に満たない場合は、「0.0％」と表示しています

歳入
自主

財源

46.8％

依存

財源

53.2％

歳出
義務的

経費

49.4％

その他

経費

31.9％

投資的

経費

維持補修費
0.7％

補助費等 6.5％

物件費
13.8％

その他
1.0％

繰出金
9.9％

扶助費
18.9％

公債費
12.2％

人件費
18.3％

普通建設事業費
18.7％

積立金 0.0％（※）

市税
37.1％

分担金及び
負担金 1.3％

使用料及び
手数料 2.1％

諸収入などの収入 2.2％

繰入金 4.1％

地方交付税
13.9％

国・県支出金
18.1％

市債
16.0％

その他の交付金 4.4％

地方譲与税
0.8％



ほかにも次の事業を行います

○地方創生推進事業（約 1,700 万円）　○地域おこし協力隊事業（約 2,300 万円）　
○ネットワーク施設整備事業（約 2億 8,200 万円）　○クリーンセンター整備事業（約 1億 5,100 万円）　
○紙のまちの子育て応援乳児紙おむつ支給事業（約 3,900 万円）　○企業立地促進事業（約 7,400 万円 )　
○漁港海岸整備事業（約 1億 8,600 万円）　○社会資本整備総合交付金事業（約 4億 700 万円）　
○市単独道路改良事業（約 3億 8,100 万円）　○浸水対策事業（約 2,400 万円）
○塩谷・小山線街路改築事業（約 2,300 万円）　○城山公園整備事業（4,400 万円）
○江之元地区再開発事業（約 9,100 万円）　○空家等対策事業（約 700 万円）
○新宮小規模特認校事業（約 1,400 万円）　○中学校施設耐震化事業（約 2,400 万円）
○金生公民館新築事業（約 1億 2,700 万円）　○外国青年招致事業（約 3,500 万円）
○非常備消防施設整備事業（約 5,900 万円）　など

平
成
30
年
度
当
初
予
算
の
主
な
事
業

■
新
庁
舎
建
設
事
業

[

継
続]

約
14
億
２
４
０
０
万
円

　

平
成
30
年
９
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
新
庁
舎

で
の
業
務
開
始
に
向
け
て
、
工
事
費
の
ほ
か
備

品
購
入
費
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
て
、
準
備
を

進
め
ま
す
。

■
市
民
文
化
ホ
ー
ル
建
設
事
業

[

継
続]

約
９
億
８
９
０
０
万
円

　

「
四
国
の
ま
ん
な
か
」
と
い
う
地
の
利
を
生

か
し
た
交
流
の
場
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る

市
民
文
化
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
、
平
成
31
年
度
の

開
館
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

■
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業

[

継
続]

約
４
億
４
３
０
０
万
円

　

平
成
31
年
４
月
に
開
園
を
予
定
し
て
い
る
土

居
東
認
定
こ
ど
も
園
（
仮
称
）
の
整
備
を
進
め
、

子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

■
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

[

新
規]

約
１
８
０
万
円

　

妊
産
婦
、
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者

が
安
心
し
て
健
康

な
生
活
が
で
き
る

よ
う
、
き
め
細
や

か
な
相
談
支
援
、

関
係
機
関
と
の
連

絡
調
整
や
支
援
プ

ラ
ン
の
策
定
を
行

い
ま
す
。

■
産
地
収
益
力
強
化
支
援
事
業

[

新
規]

約
２
億
３
１
０
０
万
円

　

Ｊ
Ａ
う
ま
な
ど

東
予
圏
域
の
４
つ

の
農
業
協
同
組
合

が
共
同
で
実
施
す

る
さ
と
い
も
共
同

選
果
場
整
備
事
業

に
補
助
金
を
交
付

す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
市
特
産
品
で
あ

る
「
伊
予
美
人
」

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
、
地
域
産
業
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

■
地
域
産
業
人
材
定
着
事
業

[

継
続]

約
３
０
０
万
円

　

本
市
の
基
幹
産

業
で
あ
る
紙
産
業

の
さ
ら
な
る
発
展

に
向
け
、
紙
関
連

企
業
、
金
融
機
関
、

教
育
機
関
、
行
政

機
関
な
ど
産
官
学

の
連
携
を
強
め
、

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の

促
進
や
優
秀
な
人

材
の
確
保
と
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

■
津
根
工
業
団
地
造
成
事
業

[

継
続]

約
７
億
６
８
０
０
万
円

　

市
内
企
業
の
工
業
団
地
需
要
に
応
え
る
た

め
、
土
居
町
津
根
地
区
に
お
け
る
工
業
団
地
の

造
成
を
推
進
し
ま
す
。

■
東
予
東
部
圏
域
振
興
イ
ベ
ン
ト

[

新
規]

約
１
８
０
０
万
円

　

東
予
東
部
圏
域
は
、

全
国
に
誇
る
観
光
資
源

（
石
鎚
山
、
赤
石
山
系
、

赤
星
山
な
ど
）
を
有
し

て
お
り
、
そ
の
恵
み
を

得
て
「
も
の
づ
く
り
産
業
」
の
一
大
集
積
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
産
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
み
、

地
域
が
持
つ
魅
力
と
可
能
性
を
発
見
す
る
た
め

に
、
県
と
東
予
３
市
の
共
催
に
よ
り
、
Ｐ
Ｒ
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
川
之
江
地
区
整
備
事
業

[

継
続]

約
12
億
５
９
０
０
万
円

　

川
之
江
保
育
園
の
建
て
替
え
に
あ
た
り
、
川

之
江
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
一
環
と
し
て
、

新
た
に
川
之
江
幼
稚
園
の
敷
地
内
に
園
舎
を
増

築
し
、
幼
保
連
携
型
の
川
之
江
認
定
こ
ど
も
園

（
仮
称
）
と
し
て
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
に
ぎ
わ
い
広
場
な
ど
の
整
備
も
推
進

し
ま
す
。

■
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

[

継
続]

約
13
億
４
８
０
０
万
円

　

伊
予
三
島
地
域
の
小
中

学
校
に
加
え
て
、
同
地
域

の
幼
稚
園
や
将
来
的
に
は

川
之
江
地
域
も
対
象
と
し

た
東
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
平
成
31

年
９
月
か
ら
の
供
用
開
始

に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。



　

こ
の
春
、
妻
鳥
町
の
愛
媛
県
紙
産
業
技
術
セ

ン
タ
ー
の
隣
に
、
愛
媛
大
学
紙
産
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
新
し
い
研
究
拠
点
が
落
成

し
ま
し
た
。

　

愛
媛
大
学
と
本
市
と
の
つ
な
が
り
が
顕
著
と

な
っ
た
の
は
、平
成
22
年
「
大
学
院
農
学
研
究
科
・

紙
産
業
特
別
コ
ー
ス
」
を
開
校
し
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。

　

本
市
の
産
業
界
に
お
い
て
は
、
昭
和
40
年
ご

ろ
か
ら
「
こ
れ
だ
け
の
産
業
集
積
が
あ
る
の
だ

か
ら
、
工
業
系
の
教
育
機
関
が
あ
っ
て
も
い
い

の
で
は
」
と
い
う
声
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
市
内
に
は
そ
の
よ
う
な
教
育
機
関
が

一
つ
も
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
愛
媛
大
学
が
県
の
代

表
的
な
地
場
産
業
で
あ
る
紙
産
業
に
着
目
し
、

そ
の
振
興
を
図
る
こ
と
で
地
域
に
貢
献
し
よ
う

と
乗
り
出
し
た
こ
と
で
、
半
世
紀
に
わ
た
る
地

元
の
悲
願
が
つ
い
に
実
現
し
た
の
で
す
。

　

開
校
後
も
、
地
元
密
着
で
活
動
し
て
き
た
愛

媛
大
学
の
紙
産
業
コ
ー
ス
は
着
実
に
評
価
を
高

め
、
そ
れ
に
後
押
し
さ
れ
る
形
で
平
成
26
年
に

は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
平
成
28
年
に

は
社
会
共
創
学
部
・
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学

科
（
紙
産
業
コ
ー
ス
）
が
設
置
さ
れ
、
大
学
院
・

学
部
・
研
究
セ
ン
タ
ー
が
、
開
校
か
ら
10
年
を

待
た
ず
し
て
出
そ
ろ
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
紙
の
産
業
集
積
に
と
っ
て
、
唯
一
欠

け
て
い
た
最
後
の
ピ
ー
ス
が
埋
ま
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
学
部
生
が
３
年
生
と
な
り
、
学
び

の
拠
点
を
松
山
市
か
ら
紙
産
業
が
集
積
す
る
本

市
へ
と
移
す
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
、
新
し

い
拠
点
が
こ
の
た
び
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
今
年
度
は
学
部
生
７
人
と
大
学
院
生
６

人
が
こ
こ
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

建
物
の
概
要
は
、
鉄
骨
造
２
階
建
て
・
建
築

面
積
３
６
１
平
方
㍍
・
延
べ
床
面
積
６
９
１
平

方
㍍
で
、
建
設
用
地
は
県
が
無
償
貸
与
し
、
建

設
費
用
の
一
部
に
は
紙
関
連
企
業
か
ら
の
寄
附

金
や
市
の
補
助
金
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
主

な
機
能
は
、
教
員
室
６
部
屋
、
事
務
室
、
会
議

室
３
部
屋
、
学
生
控
室
２
部
屋
、
共
同
研
究
員

室
４
部
屋
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
で

す
。

　

こ
の
施
設
の
完
成
に
よ
り
、
愛
媛
大
学
・
紙

産
業
コ
ー
ス
の
取
り
組
み
は
ま
す
ま
す
充
実
し
、

研
究
開
発
や
産
業
人
材
の
供
給
と
い
う
形
で
、

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
本
市
産
業
界
で
の
成
果

が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

　

い
ま
我
が
国
で
は
、
地
方
創
生
の
必
要
性
が

叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
本
市
に
は
、
そ
れ
を
乗

り
切
る
た
め
の
新
し
い
力
が
加
わ
り
ま
し
た
。

新たな研究拠点が落成！

愛媛大学
紙産業イノベーションセンター

４月 16 日（月）、愛媛県中村時広知事、篠原市長、

愛媛大学大橋裕一学長のほか、紙関連企業など多数

の関係者が出席し、完成記念式典が行われました。



ミーティングルーム 1【イノベーションセンター 1階】

　会議室を増やして、研究開発や学生指導の環境も充
実しました。ここから、新技術や新製品のアイデアが
生まれていきます。

ミーティングスペース【イノベーションセンター 2階】

　愛媛大学のスクールカラーであるオレンジとグリー
ンに彩られた部屋。学部生・大学院生・共同研究者が
集いやすい雰囲気で、世代間交流やグループワークに
活用されます。

学生スペース 2【イノベーションセンター 2階】

　産業イノベーション学科（紙産業コース）3・4 年生
の居室。落ち着いた雰囲気で勉学に集中できます。学生
が増えても対応できるようゆとりを持たせた設計です。

講義室 2【県紙産業技術センター内（改装）】

　愛媛県紙産業技術センター内で借用している教職員
の居室跡も改装して大きな講義室になりました。授業
はもちろん、高等学校と大学が連携しての課外授業な
ど、住民の交流の場にもなります。

　川之江町出身の私は、将来地元
で就職し、生まれ育った「紙のま
ち」を元気にしたいと思い、紙産
業コースを選びました。四国中央
市と言えば「紙」が思い浮かぶので、
学んだことはどんな職業に就いて
も自分の力になると思っています。
地元の力になるために勉強できる
し、ここでしか受けられない授業
もあるので、一つひとつしっかり
と学んでいきたいと思います。

愛媛大学社会共創学部
産業イノベーション学科
紙産業コース 3年生

石川康平さん

しっかりと学んで
地元に貢献したい！

　紙産業イノベーションセンター
の完成は、紙産業にとっての新た
なスタートです。同センターは、
企業が相談や研究などで訪れてこ
そ生かされる施設ですし、我々企
業側もしっかりとその目的を理解
して、利用する責任があります。
今後、同センター、愛媛大学、企
業がコラボレーションし、次々と
新しい商品・市場・技術を開発し
ていけることを期待しています。

公益社団法人
愛媛県紙パルプ工業会
会長

服部　正さん

三位一体となって
活性化につなげたい

　地域の方々の支えがあって今が
あると、改めて感じています。施
設が新しくなるとともに、学生た
ちの顔ぶれも変わり、心機一転、
再スタートという気持ちです。私
たちの一番の基本は、学生の「人
間力」を鍛えることです。地域と
密着し、教育機能と研究機能の両
輪を回して、人材の育成と供給、
そして研究成果で、地域の活性化
に貢献していきたいと思います。

愛媛大学紙産業イノベー
ションセンター
センター長

内村浩美さん

教育と研究で
「人間力」を鍛える
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平成 30 年度（前期日程）

四国中央市職員採用試験
平成 30 年度（前期日程）

四国中央市職員採用試験



平成 30 年度（前期日程）四国中央市職員採用試験の試験区分など

職種・試験区分 募集人数 学歴資格など

一般事務職（上級） 10 名程度

平成元年 4月 2日から平成 9年 4月 1 日までに生まれ、4年制大学（大学院）を
卒業した方、または平成 31 年 3 月末までに卒業見込みの方

技術職（上級・土木） 3 名程度

技術職（上級・建築） 2 名程度

技術職（上級・機械） 1 名程度

技術職（中級・土木） 1 名程度 平成元年 4月 2 日から平成 11 年 4 月 1 日までに生まれ、短期大学、高等専門学
校または専修学校（専門学校）を卒業した方、または平成 31 年 3 月末までに卒
業見込みの方
※ 4年制大学を卒業した方及び平成 31 年 3 月末までに卒業見込みの方は除く技術職（中級・機械） 1 名程度

保健師（上級） 2 名程度 平成元年 4月 2 日以降に生まれ、保健師の資格を有する方、または平成 31 年 3
月末までに資格を取得見込みの方

保育士・幼稚園教諭

（中級）
8 名程度

平成元年 4月 2 日以降に生まれ、保育士及び幼稚園教諭の両方の資格を有し保
育士登録を完了している方、または平成 31 年 3 月末までに両方の資格を取得し
保育士登録が完了見込みの方

作業療法士（中級） 1 名程度 昭和 54 年 4 月 2 日以降に生まれ、作業療法士の資格を有する方、または平成 31
年 3 月末までに資格を取得見込みの方

言語聴覚士（中級） 1 名程度 昭和 54 年 4 月 2 日以降に生まれ、言語聴覚士の資格を有する方、または平成 31
年 3 月末までに資格を取得見込みの方

心理判定員（上級） 1 名程度
昭和 54 年 4 月 2 日以降に生まれ、臨床心理士の資格を有し、かつ平成 31 年 3
月末までに医療機関や教育相談機関、社会福祉施設などで心理判定や心理療法、
その他相談業務に関する実務経験が通算 2年以上ある方

消防職（上級） 2 名程度
平成元年 4月 2 日から平成 9年 4 月 1 日までに生まれ、普通自動車免許を取得
または取得見込みの方で、4年制大学（大学院）を卒業した方、または平成 31
年 3 月末までに卒業見込みの方

消防職（中級） 2 名程度
平成 5年 4月 2日以降に生まれ、普通自動車免許を取得または取得見込みの方で、
救急救命士の資格を有する方、または平成 30 年度末までに救急救命士国家試験
の受験資格を有しかつ平成 30 年度実施予定の同試験を受験見込みの方

【注意事項】
○勤務場所は本庁または出先機関になります。
○上級における大学卒業（卒業見込みを含む）の方には、高等専門学校専攻科卒業（卒業見込みを含む）かつ学士の
　学位取得者（取得見込みを含む）を含みます。
○心理判定や心理療法、その他相談業務に関する実務経験とは、事業所などにおいて、概ね週 40 時間の勤務時間で
　勤務していた期間が該当します。また、複数の事業所にわたっている場合は、これらを通算することができます。
　最終合格決定後、実務経験年数を確認するため職歴証明書の提出が必要です（証明書が取れない場合は採用されま
　せんので注意してください）。

建設中の新庁舎イメージ図



四国中央市
市民文化ホール 募 集愛 称

平成 31 年秋ごろに開館予定の四国中央市市民文化ホールが、

より多くの皆さまに親しまれる施設となるよう、愛称を募集します。

◆応募資格

　市内在住者、または市内の企業や学校に通勤・通学
している方
◆応募条件

○呼びやすく、親しみやすいものとします。
○応募作品は、自作で未発表のものとします。
○応募にかかる費用は、応募者の負担とします。
○応募作品は、漢字、ひらがな、カタカナ、アルファベッ
　トまたは数字で構成されているものとし、ふりがな
　をつけてください。
○採用作品の著作権及び知的財産権などの一切の権利
　は、市に帰属します。
○採用作品には、必要な修正などを加えさせていただ
　く場合があります。
◆募集期間

　5月 11 日（金）～ 6月 15 日（金）

◆応募方法

　愛称（ふりがな）とその愛称にした理由（意図）、氏
名（ふりがな）、年齢、性別、住所、日中連絡が可能な
電話番号を明記し、郵送・持参・ファクス・Eメールの
いずれかで応募してください（様式自由）。
◆表彰など

　決定した愛称応募者に、感謝状と副賞を贈呈します。
ただし、決定した愛称と同一の応募が複数あった場合
は、抽選で 1名に贈呈する予定です。また、応募者の
中から抽選で 10 名に、参加賞として粗品を贈呈します。
◆応募・問い合わせ先

　新庁舎・文化ホール整備課（本庁舎 3階）
　「市民文化ホール愛称募集係」　28-6022
　〒 799-0497　三島宮川 4-6-55
　　28-6057
　　hall@city.shikokuchuo.ehime.jp

建設地

イオン
国道 11号
バイパス

三島川之江 IC

○建設地

　妻鳥町字古井池 1830-1

大ホール（1,007 席）

施設のデザインコンセプト

一つの折り目には必ず光と影が浮かび上がります。

この折り目が連続することによって現れるクラフト細工のような陰影の

ある空間が、本市の財産である「紙」を連想させます。

「折り目の空間～おりがみをイメージしたホール～」

市民文化ホールの基本理念

「産業と人が融合し、人を育む、四国のまんなかキャンバスホール」

四国中央市市民文化ホール愛称募集要項

建設工事の進捗状況（4/12）



10：00 ～ 11：30

とき ところ 内容・対象

5/ 9（水）川之江体育館 自由遊び主体

5/10（木）川之江ふれあい
交流センター 1・2歳児主体

5/15（火）川之江図書館 おはなし主体

5/22（火）妻鳥保育園 0歳児主体

親子ふれあいあそび

※申し込み不要、誰でも参加できます
乳児保育所こども村　56-1310

体操や手遊び、育児相談

5/12（土）9：00 ～ 18：00

5/13（日）9：00 ～ 16：00

川之江文化センター 2階　ホール

第 50 回緑風展

雑木、山野草、ミニ盆栽、席飾り
の展示。実技講習2日間。即売有り。
川之江緑風会事務局　　　　　　
080-6392-9010（尾藤）

伝統楽器の魅力広がる

第 6回奏楽らいぶ

5/26（土）19：00 ～

土居文化会館（ユーホール）

アトリウム

曲目「豊後竹田にて」「水戸黄門」
「時代劇メドレー」など
G. 奏楽　28-1150（山内）

6/3（日）　9：00 ～ 15：00

新宮町霧の森周辺

第 17 回霧の森お茶まつり

新茶即売会、茶摘み体験、茶そば
わんこ大会、各種バザーなど
霧の森　0570-07-3111　

内容

対象者

定員

持参品

募集期限・期間

申込方法・申込先参加費

講師

ファクス

問い合わせ先

5/20（日）10：00 ～ 12：30

（受付 9：30 ～）　

森と湖畔の公園　受付：中央広場

※雨天決行

春を楽しもう！

春のネイチャーゲーム大会

野外で自然とふれあうゲームをし
ながら、春を感じて楽しみます。
大人 300 円（高校生以上）　　　
子ども 200 円
小学生以上なら子どものみでの参
加可能
筆記用具、バンダナ、敷物、飲み物
雨天時は、雨がっぱ、長靴、傘
5/16（水）まで
〒 799-0401　村松町 600　西川弘之
　akaboshisn@gmail.com
※はがきまたは E メールに参加希
望者全員の住所、氏名、年齢、電
話番号を明記
えひめ赤星シェアリングネイ
チャーの会
24-7551　（石川）

要申込

5月大型連休（ゴールデンウィーク）

に伴う開館日及び休館日の変更のお

知らせ

開館日：5/2 ～ 5/6

休館日：5/1、5/7 ～ 5/10

紙のまち資料館からの
お知らせ 28-6257

手漉き和紙体験実施中！
火・木・土・日曜日
13：00 ～ 16：00（受付 15：30 まで）

あなたの作品展しませんか！
展示条件　紙に関わる作品展

（絵画・版画・切り絵・ちぎり絵・
ペーパークラフト・書道・紙製品
の収集品など）
展示時期　4週間程度
展示場所　3階企画展示室
注意事項　展示料無料（ただし、
看板などは展示者が原則負担）。
展示作業は共同で行い、展示時期
などは、協議調整のうえ決定しま
す。

5/8（火）～ 6/10（日）

宇摩の先人尾藤二洲と近藤篤山。
江戸時代の儒学者・教育者として
知られる二人は師弟関係にありま
した。年間 3 回の展示を通して 2
人の人物像を考察します。　

暁雨館企画展「二洲と篤山①」

～二人の先生とふるさと宇摩～

5/19（土）14：00 ～ 15：30

HITO 病院 1階

音楽療法コンサート
～絆を深める癒しのコンサート～　

200 名程度
HITO 病院　総務管理課　29-5633

参加者募集！「ふるさと愛媛学」　　

ふるさと再発見講座

6/9（土）　新宮公民館

6/23（土） 土居文化会館（ユーホール）

13：00 ～ 15：00

旧新宮村と旧土居町の昭和 30 年代
から 40 年代ごろのくらしや産業を
中心に「ふるさとらしさ」を発見・
再確認することの魅力や楽しさ、
地域調査の方法などを学びます。
各会場 40名程度
文化・スポーツ振興課、各図書館、
暁雨館に備え付けている申込用紙
に必要事項を記入のうえ、郵送・
ファクスでお申し込みください。
電話申し込みも可能です。

地域の先人や歴史・文化について
学びます。
20 名（応募多数の場合は抽選）
5/20（日）まで　

「暁雨館大学」受講生募集

6 月～平成 31 年 3 月まで（全 6回）

10：00 ～ 11：30

要申込

暁雨館の催し
【開館時間】9：00～ 17：00

【休館日】毎週月曜日 ,5/1,4,5,6,7

　  28-6325



5/19（土）9：00 ～ 17：00

5/20（日）9：00 ～ 16：00

川之江文化センター 2階　ホール

日々の努力の成果を発表！
硯友書道会　090-7582-8646（篠原）

第 46 回硯友書作展

5/27（日）15：00 ～ 16：30

ジョイフル川之江店

カジュアルな雰囲気で、自由な話
題を英語で話しませんか。英語力
を試したい人、キープしたい人、
英語にもっと自信をつけたい人、
だれでも参加できます。
ルシア・ジュ（市 CIR）、市 ALT
一般 500 円、会員 200 円

（飲食代別途必要）　
初心者～上級者（高校生以上）
15 名   
5/24（木）まで
　市国際交流協会　28-6014

英語カフェ① 要申込

5/25（金）～ 5/27（日）

9：00 ～ 17：00

（最終日は、16：00 まで）

川之江文化センター 2階　ホール

第 22 回宇摩美術会展

宇摩美術会　23-2694（宮崎）

5/26（土）9：00 ～ 17：00

5/27（日）9：00 ～ 16：00

中之庄公民館

第 38 回四国中央市
三島連合書道展

各会派の作品約 90 点を展示
三島書道連合会事務局
74-2902（西川）

5/3（木・祝）～ 5/5（土・祝）

10：00 ～ 17：00

エントランスホールほか

屋外で行う大迫力の巨大実験
ショーや、誰でも自由に参加でき
て気軽に楽しめる工作など、科学
の楽しさを体験できるスペシャル
イベントです。
・巨大実験ショー、プチ科学工作、
太陽と金星を見よう
無料　※常設展示入場時は観覧券
が必要

愛媛県総合科学博物館

GW わくわくミュージアム

ONE LOVE MARKET 
～マルシェと音楽で町おこし～

5/27（日）10：00 ～ 16：00

伊予三島運動公園　児童広場

※雨天決行（荒天中止）

「マルシェと音楽で町おこし」を
テーマに地元出身の若者が企画運
営し、誰でも気軽に楽しめるマル
シェを作りあげます。おいしいも
のを食べたり、のびのびと音楽を
楽しんだりしませんか。
NO ROOF de  MACHIOKOSHI
090-6208-5570（岩本）
midnight_presents@hotmail.co.jp
 

6/16（土）16：00 ～　総会・懇親会

グランフォーレ

三島高等学校菱門同窓会総会

3,000 円（新卒者無料）
6/6（水）まで
　三島高等学校菱門同窓会事務局
23-2136

6/2（土）11：00 ～ 13：00

保健センター 2階　栄養指導室

アメリカの家庭料理「ミートボー
ルスパゲッティ」と「ガーリック
ブレッド」を作ります。
ルーカス・ビークラー（市 ALT）
一般 1,000 円、会員 500 円　
高校生以上
30 名   
5/21（月）まで
　市国際交流協会　28-6014

ルーカスの料理教室 要申込

5/20（日）～ 6/30（土）

霧の森ギャラリー

出展　石川千尋さん、斉藤純子さん
　　　石川教子（光舟）さん
　 霧の森 0570-07-3111

書とお花の三人展　
～生かされてありがとう～

第 7回消防操法
四国中央市大会
5/27（日）8：30 ～

寒川グラウンド

※悪天候の場合は 6/3（日）に延期

市内消防団によるポンプ車操法と
小型ポンプ操法が行われ、日頃の
訓練の成果を競います。　
安全・危機管理課　28-6935

第 9回川崎民謡会
三島支部発表会
6/10（日）14：00 ～

霧の森交湯～館 2階　研修室

作業唄からお座敷唄まで、さまざ
まな民謡と三味線を一緒に楽しみ
ましょう。
霧の森交湯～館　72-2611



平成 30 年度ふれあい大学講座

四国中央ふれあい大学
　四国中央ふれあい大学は「四国の文化発信基地」を目指し、市民が多くの人とふれあいを持ち、魅力ある生涯学
習を進めるために、さまざまな講座を行っています。
【問い合わせ先】四国中央ふれあい大学事務局（文化・スポーツ振興課内）　28-6043
　　　　　　　 ホームページ　http://fureai.shikokuchuo.or.jp/

第 113 回
杉　良太郎　講演会
　 9月 2日（日）　昼間（予定）
　 市民会館川之江会館　
　 一般 1,000 円（当日 1,500 円）　
　 高校生以下500円 （当日1,000円）

第 114 回
夏井いつき　句会ライブ
　 9月 30 日（日）　昼間（予定）
　 土居文化会館（ユーホール）　
　 一般 1,000 円（当日 1,500 円）　
　 高校生以下500円 （当日1,000円）

第 115 回
オーケストラによるドリームコンサート
ジブリの思い出がいっぱい
　 平成 31 年 2 月 24 日（日）　昼間（予定）
　 土居文化会館（ユーホール）　
　 一般 1,500 円（当日 2,000 円）　
　 高校生以下 800 円
　 （当日 1,300 円）

　 ※ 3歳未満無料　
　 （ただし座席が必要な場合は有料）

情報発信事業
第 19 回　四国高等学校演劇祭
　 7/15（日）　　市民会館川之江会館

ふれあいあ～とフェスタ
（四国中央ふれあい市民劇団）　※詳細については未定

ふれあい大学年間パスポートを販売します！

【50 音順・敬称略】

四国中央ふれあい大学は、下記の皆さまからの
温かい賛助金などにより各事業を行っています

あいテレビ、石﨑商事㈱、イトマン㈱、㈱猪川商店、
井原工業㈱、梅錦山川㈱、愛媛新聞社、カミ商事㈱、
川之江信用金庫、川之江造機㈱、川之江ロータリークラブ、
共同瓦斯㈱、㈱ゴークラ、四国中央市文化協会、
四国中央商工会議所、シンワ㈱、大王製紙㈱、㈱大昌　工所、
㈱トーヨ、南海放送、医療法人康仁会西岡病院、
社会医療法人石川記念会 HITO 病院、尾藤建設㈱、
福助工業㈱、ペガサス運輸㈱、
マルウ接着㈱、㈱マルカワ、
丸住製紙㈱、三木特種製紙㈱、
㈱モリオト、ユニ・チャーム㈱、
㈱リブドゥコーポレーション、
リンテック㈱

　平成 30 年度のふれあい大学講座 4 講座をお得に
受講できる年間パスポートを販売します。

★パスポートを購入すると
受講料　通常 5,500 円のところ 3,500 円に！
2,000 円もお得です！

　5月 7日（月）8時 30分からふれあい大学事務局（商
工会館 2 階文化・スポーツ振興課内）で販売を開始
します。
　限定 100 冊です。ぜひお早目にお買い求めくださ
い！
※パスポートのチケットは各講座 1 回 1 名のみ受講
可能
※再発行及び払い戻しはできません
※イベント情報の詳細はふれあい大学ホームページ
や広報四国中央などで随時ご確認ください

【市内先行販売】5月 8日（火）～
【販売場所】文化・スポーツ振興課、川之江窓口センター
　　　　　 土居文化会館（ユーホール）、明屋書店川之江店
【一般販売】5月 15 日（火）～
【販売場所】上記 4か所、明屋書店（MEGA 西の土居店・新居
           浜松木店・川東店）、 
　　　　　 ローソンチケット（Lコード：61327）
※前売券が完売の場合は当日券の販売はありません
※未就学児入場不可
※年間パスポートをお持ちの方は青色のチケットで入場で
きます

第 112 回
東儀秀樹コンサート
　 6月 16 日（土）　
　 14：00 ～（開場 13：30）　
　 土居文化会館（ユーホール）
　 ※全席自由　
　 一般 2,000 円（当日 2,500 円）
　 高校生以下 1,000 円 
　 （当日 1,500 円）

鉄



まちの話題
ユーフェスタ 20183/18

　土居文化会館（ユーホール）で毎年開かれており、今

年も市内外で活動するアーティストやグループ 8組が、

ハーモニカやフラダンス、クラシックギターなど、日頃

の練習の成果を披露しました。ゲストとして愛媛県出身

の双子シンガーソングライター「アジアツインズ光と風

Hi-Fu」も出演し、会場を大いに盛り上げました。

第 8回四国中央市首都圏交流会2/16

　東京都で本市ゆかりの企業が集い、情報共有を図るこ

となどを目的とし開催されました。本市出身の大西可奈

子さん（国立研究開発法人情報通信研究機構）が、「AI

活用に必要なただ一つのこと」と題し、AI 活用のうえ

で重要なことや、AI と人との関わり方など、専門的な

分野でありながらもわかりやすく講演しました。

　三島柔道会の植木聖
し お ん

恩さん、植木蓮
れ お ん

恩さん、谷吹
ふ ぶ き

希

さん、谷こはるさん、高橋楓
ふ う が

芽さんの 5 人が県予選で

優勝し、全国大会に出場することを市長に報告しまし

た。毎年 5 月 5 日に東京都の講道館で行われ、団体日

本一を決める本大会に、三島柔道会としては 37 年ぶり

の出場となります。

三島柔道会第 38 回全国少年柔道大会　
（団体戦）出場報告会3/29

　美しいススキが広がる塩塚高原は毎年多くの観光客が

訪れており、山焼きはその景観を保護するために行われ

ています。今年は晴天が続いた後での実施だったため、

山頂から市職員の担当者が火入れを行った後は、地元消

防団に見守られる中、順調に燃え広がり、近年にないほ

どのきれいな仕上がりとなりました。

塩塚高原山焼き4/1

第 31 回都道府県対抗ジュニア　　　　　
バスケットボール大会出場報告会

　川之江南中学校 2 年の石川ゆりあさんが県代表選手

として全国大会へ出場することを市長に報告しました。

石川さんは 9 月と 11 月に行われた代表選手選考会で見

事合格し、県代表選手に選ばれました。「自分のやれる

ことを、しっかり声を出して頑張ってきます」と力強

く抱負を語りました。

3/22 市長杯朝日 S-1 グランプリ 20183/25

　土居文化会館（ユーホール）で開催され、アマチュ

ア棋士 171 人が一般の部 3 クラス、中学生以下の部 4

クラスに分かれて熱戦を繰り広げました。午後からは、

プロ棋士の北浜健介 8 段、長谷川優貴女流 2 段による

指導対局も行われました。
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四国中央市長

篠 原  実

疏水感謝祭4/1

　上柏町の戸川公園で、銅山川疏水の恵みに感謝する

とともに、先人たちの遺徳をしのび、後世につなげて

いこうと上柏公益会（片岡晶会長）が毎年開催しており、

今年で 46 回目になります。好天に恵まれ、訪れた大勢

の家族連れたちが満開の桜の下でもち投げなどを楽し

み、水の恵みへの感謝の思いを新たにしていました。

新入生への防犯下敷き贈呈式4/4

補助教材本「農業とわたしたちのくらし」
を贈呈4/3

桜まつり4/8

　四国中央警察署で、新入学児童の健やかな成長と事

故のない学校生活を願い、同署と四国中央地区防犯協

会から防犯下敷きが贈られました。新入学児童代表の

妻鳥小学校の石川心
み ゆ

結さんと秦泉寺唯
い ち か

愛さんは、元気

よくお礼の言葉を述べました。この下敷きは小学校を

通じ、同署管内の新入学児童 691 人に贈られます。

　城山公園、向山公園、三島公園で桜まつりが開催さ

れました。今年は例年より桜が早く咲き、残念ながら

桜を楽しむことはできませんでしたが、天候には恵ま

れ多くの参加者でにぎわいました。参加者たちは、も

ち投げやお茶席、演奏や演技、子ども相撲大会など、

たくさんのイベントを楽しんでいました。

　うま農業協同組合（篠原一志代表理事組合長）の近

藤善春常務理事（写真左）から、市内の小学５年生児

童 752 人に寄贈され、代表して上分小学校の横井裕次

校長（写真右）が受け取りました。これは JA バンクが、

子どもたちが農業や食、自然環境への理解を深めるきっ

かけとなるよう願いを込めて行っているものです。
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木造住宅耐震診断・耐震改修工事の
補助を実施しています
受付開始　5 月 1 日（火）9時から  ※予算が無くなりしだい終了

受付場所　建築住宅課（消防防災センター 5階）

　建築住宅課　28-6183

※補助制度の内容や手続き方法など、詳しくは、市ホームページを

ご覧いただくか、建築住宅課までお問い合わせください

木造住宅耐震診断事業
方式を選択

木造住宅耐震改修事業

耐震診断補助

補助対象費の 3分の 2以内

（最大 3万 5千円）

補助方式

耐震診断技術者を派遣します！

耐震診断費用負担０円
※評価手数料の負担は必要です

派遣方式

○耐震改修設計

　補助対象費の 3分の 2以内（最大 20 万円）

○耐震改修工事

　補助対象費の総額（最大 90 万円）

○耐震改修工事監理

　補助対象費の 3分の 2以内（最大 4万円）

診断の結果、耐震改修が必要と判定された場合

住宅耐震化促進リフォーム等補助事業

市では、地震に対する住宅の安全性の確保、居住環境の質の向上を図るリフォームなどの工事を応援します！

受付開始　5月 1日（火）9時から　※予算が無くなりしだい終了
受付場所　建築住宅課（消防防災センター 5階）

※補助制度の内容や手続き方法など、詳しくは、市ホームページをご覧いただ

くか、建築住宅課までお問い合わせください

＋

一般リフォーム補助　上限10万円

木造住宅リフォーム補助　上限15万円

木造住宅耐震化リフォーム補助

上限20万円

※耐震改修事業補助による上限90万円と

併せて利用できます

省エネリフォーム補助

基本工事補助の上限額に5万円を加算

※補助率は、補助対象工事費の 10％（各補助の
上限額は上記のとおり）です。また、工事費が
10 万円以上（税抜き）の工事が対象です

基本工事補助 加算工事補助

※省エネリフォーム工事費用の合計が 10 万円
以上（税抜き）となるリフォームが対象です

（製品代＋工事費）

木造住宅耐震化リフォーム補助
＋

省エネリフォーム補助
＋

木造住宅耐震改修事業補助

補助額最大

115万円

　建築住宅課　28-6183

南海トラフの巨大地震に備えて
耐震診断や耐震改修を考えてみ
ませんか？



　　

国
道
11
号
川
之
江
三
島
バ
イ
パ
ス

　

説
明
会
及
び
公
聴
会
の
開
催

　

国
道
11
号
川
之
江
三
島
バ
イ
パ
ス
の
未
開

通
区
間
の
ル
ー
ト
や
道
路
構
造
の
変
更
に

関
す
る
都
市
計
画
変
更
に
つ
い
て
、
説
明
会

及
び
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。
公
聴
会
で
意

見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
方
は
、
県
都
市
計
画

課
ま
た
は
市
建
設
課
に
お
問
い
合
わ
せ
の
う

え
、
５
月
23
日
（
水
）
ま
で
に
、
郵
送
ま
た

は
持
参
で
公
述
申
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
（
期
限
ま
で
に
公
述
の
申
し
出
が
な
い
場

合
は
公
聴
会
を
中
止
し
ま
す
）。

説
明
会
及
び
公
聴
会
の
日
程

説
明
会

　

５
月
10
日
（
木
）
19
時
～　

　

５
月
11
日
（
金
）
19
時
～

　

川
之
江
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー　

大
会

議
室
（
市
民
会
館
川
之
江
会
館
東
側
）

公
聴
会

　

５
月
28
日
（
月
）
19
時
～

　

川
之
江
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー　

会
議

室
３
（
市
民
会
館
川
之
江
会
館
東
側
）

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
に
関
す
る
こ
と

県
都
市
計
画
課

０
８
９
・
９
１
２
・
２
７
３
８

宇
摩
向
山
古
墳
・
ル
ー
ト
変
更
な
ど
に
関
す

る
こ
と

市
建
設
課　

28
・
６
０
３
４

国
道
11
号
バ
イ
パ
ス
の
都
市
計
画
の
変
更
素

案
（
概
要
）

番号

路線名
延長・位置

変更区間〔国道 11
号～県道川之江大
豊線（約 3.6 ㎞）〕
の道路構造

構造形式 車線数

3・2・1

塩谷川東線

約 5,240 ｍ

起点：川之江町

終点：妻鳥町

4車線

2車線

　2019 年の春～秋にかけての 6 か月間、東予東部の 3 市（四国中央市・新居浜市・西条市）を
舞台にした東予東部圏域振興イベント「えひめさんさん物語」を開催します。3 市の新しい価
値創造に挑戦することで、他の地域がうらやむ楽しく生き生きとした魅力と、その暮らしの可
能性の発見を目指します。

来年の春から開催！「えひめさんさん物語」

一緒に新しいコト、モノ始めませんか
　市民グループや企業、団体の方が企画、実施す
るイベントを「チャレンジプログラム」に認定し、
イベント実行委員会がアドバイザーの派遣や資
金支援など、立ち上げに必要な支援を行います。

チャレンジプログラム認定
【認定審査】
○申請後、認定審査会で審査します。
　（審査基準）テーマ性、新規性、継続性など
【支援内容例】
○専門的ノウハウの提供、コーディネート
○プログラム立ち上げのための資金支援（上限
　あり）
○一体的な広報による誘客などの利用促進

　今回のイベントを契機に新しく活動を始めた
い方、現在の活動を拡充したい方、まずはお問
い合わせください。

「えひめさんさん物語」の内容や「チャレンジ
プログラム」申請書類など詳しくは

東予東部圏域振興イベント

　東予東部圏域振興イベント実行委員会事務局
　（東予地方局商工観光室）
　0897-56-1300　　0897-56-1308

テーマ　～東予アクティブライフの創造～

地表式・

地下式

東予東部圏域振興イベント



　

ご
み
収
集
の
お
休
み

　

５
月
５
日
（
土
・
祝
）
の
ご
み
の
収
集
は

お
休
み
に
な
り
ま
す
。

　

ご
み
は
ご
家
庭
で
保
管
し
て
ご
み
集
積
所

に
出
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

生
活
環
境
課　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
１
５

　

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

　

狂
犬
病
予
防
注
射
（
集
合
注
射
）
及
び
畜

犬
登
録
を
、
下
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
90
日
を
経

過
し
た
犬
は
、
生
涯
に
一
度
の
登
録
と
、
毎

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
下
記
の
会
場
に
直
接
お
越

し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
都
合
が
悪
い
場

合
は
、
お
近
く
の
動
物
病
院
で
受
け
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
案
内
は
が
き
が
届
い
た
方
は
、
注
射
の
際

に
必
ず
は
が
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

予
防
注
射
料　

３
千
円

新
規
登
録
料　

３
千
円

※
で
き
る
だ
け
釣
り
銭
が
い
ら
な
い
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

○
登
録
し
て
い
た
犬
が
死
亡
し
た
時
は
、
生

　

活
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
散
歩
時
の
犬
の
フ
ン
は
、
必
ず
持
ち
帰
り

　

ま
し
ょ
う
。

○
飼
っ
て
い
る
犬
猫
が
迷
子
に
な
っ
た
ら
、

　

市
役
所
ま
た
は
警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ

　

い
。
保
護
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

生
活
環
境
課　

28
・
６
１
４
５

伊予三島地域

5/20（日）

豊岡公民館 9:00 ～ 9:20

寒川公民館 9:30 ～ 9:50

中之庄公民館 10:00 ～ 10:15

農業振興センター
（プリエール三島南側）

10:25 ～ 10:35

三島公民館 10:45 ～ 10:55

八幡神社（上秋則）11:05 ～ 11:20

松柏公民館 11:30 ～ 11:45

市役所本庁舎 11:55 ～ 12:05

土居地域

5/27（日）

関川小学校 9:00 ～ 9:10

北野保育園 9:20 ～ 9:35

土居保育園 9:45 ～ 10:05

北小学校 10:15 ～ 10:35

小富士公民館 10:50 ～ 11:00

長津小学校 11:10 ～ 11:25

野田中央会館 11:35 ～ 11:45

　

市
税
の
一
括
納
付
が
困
難
な
方
へ

　

市
税
は
納
期
限
内
に
納
付
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
納
期
限
が
過
ぎ
て

い
る
市
税
に
つ
い
て
は
一
括
納
付
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

一
括
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課　

収
納
係　

28
・
６
０
１
１

　

軽
自
動
車
の
税
金
を
口
座
振
替
で

　

納
付
さ
れ
て
い
る
方
へ

　　

５
月
末
日
か
ら
６
月
上
旬
に
車
検
有
効
期

限
を
迎
え
る
方
で
、
軽
自
動
車
税
を
口
座
振

替
さ
れ
て
い
る
方
は
、
納
税
証
明
書
（
継
続

検
査
用
）
の
発
送
が
６
月
15
日
ご
ろ
と
な
る

予
定
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

こ
の
期
間
内
に
車
検
を
受
け
る
こ
と
が
決
定

し
て
い
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
車
検
は
１
か
月
前
か
ら
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
受
け
ら
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

税
務
課　

収
納
係　

28
・
６
０
１
１

　

配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除
の

　

見
直
し

　　

平
成
29
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
平
成
31

年
度
の
市
県
民
税
か
ら
次
の
と
お
り
適
用
さ

れ
ま
す
。

主
な
改
正
点

○
配
偶
者
特
別
控
除
の
配
偶
者
の
所
得
限
度

　

額
引
き
上
げ

　
現
行　

所
得
76
万
円
ま
で
控
除
適
用

　
改
正
後　

所
得
１
２
３
万
円
ま
で
控
除
適
用

○
納
税
者
本
人
の
所
得
に
よ
る
配
偶
者
控
除

　

・
配
偶
者
特
別
控
除
の
減
額
・
適
用
に
つ

　

い
て

　
現
行　

所
得
に
よ
る
減
額
、
不
適
用
な
し

　
改
正
後　

　

合
計
所
得
額
が
９
０
０
万
円
を
超
え
る
場

　

合
は
控
除
が
減
額

　

合
計
所
得
額
が
１
千
万
円
を
超
え
る
場
合

　

は
控
除
の
適
用
な
し

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
所
得
税
に

つ
い
て
は
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い

　

税
務
課　

市
民
税
係　

28
・
６
０
０
９



の
水
を
積
載
し
、
泡
消
火
が
行
え
る
こ
と
で
、

各
種
火
災
に
対
し
幅
広
く
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

安
全
・
危
機
管
理
課　

　

28
・
６
９
３
３

　

国
民
年
金
の
任
意
加
入
に
つ
い
て

納
付
期
間
が
40
年
に
満
た
な
い
方

　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、
40
年
間

（
４
８
０
月
）
の
保
険
料
を
納
め
る
と
満
額

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
60
歳
か
ら

65
歳
ま
で
の
方
で
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ
り
、

納
付
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
方
は
、
任

意
加
入
す
る
こ
と
で
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年

金
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
満
額

　
77
万
９
３
０
０
円

受
給
資
格
期
間
（
10
年
）
を
満
た
し
て
い
な

い
方

　

受
給
資
格
を
得
る
ま
で
（
最
長
70
歳
ま
で
）

任
意
加
入
で
き
ま
す
。

外
国
に
居
住
す
る
方

　
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
日
本
国
籍
の
方
で

あ
れ
ば
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
日

本
の
年
金
制
度
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

国
民
年
金
保
険
料

　
平
成
30
年
度
月
額　

１
万
６
３
４
０
円

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
と
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
金
融
機
関
の
通
帳
と

お
届
け
印
、
年
金
手
帳

　

本
庁
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
各
窓
口
セ
ン
タ
ー

　

新
居
浜
年
金
事
務
所

　

０
８
９
７
・
35
・
１
３
０
０

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー　

28
・
６
０
１
８

　

消
防
車
両
の
更
新
に
つ
い
て

　

西
分
署
（
土
居
町
入
野
）
の
災
害
対
応
資

機
材
積
載
車
と
新
宮
分
遣
所
の
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

災
害
対
応
資
機
材
積
載
車
は
、
火
災
・
救
助

用
資
機
材
を
用
途
別
に
積
載
し
、
各
種
災
害
に

対
し
迅
速
か
つ
安
全
に
活
動
が
行
え
ま
す
。

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
は
、
消
防
水
利
か
ら

の
強
力
な
放
水
に
加
え
、
６
０
０
リ
ッ
ト
ル

　

「
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
」
定
期
開
催

　

５
月
か
ら
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
「
普
通

救
命
講
習
Ⅰ
」（
心
肺
蘇
生
法
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

取
り
扱
い
な
ど
）
を
開
催
し
ま
す
。
各
種
団

体
を
は
じ
め
、
ご
夫
婦
や
ご
友
人
同
士
、
お

一
人
で
も
参
加
で
き
、
受
講
料
は
無
料
で
す
。

　
※
講
習
途
中
で
参
加
し
た
場
合
、
修
了
証
を

お
渡
し
で
き
ま
せ
ん

　

50
名

　
　

安
全
・
危
機
管
理
課　

28
・
６
９
３
３

回
数

月
日

時
間

場
所

第
１
回

５
月
22
日
（
火
）

第
２
回

６
月
14
日
（
木
）

第
３
回

７
月
７
日
（
土
）

第
４
回

７
月
18
日
（
水
）

第
５
回

８
月
６
日
（
月
）

第
６
回

８
月
25
日
（
土
）

第
７
回

９
月
９
日
（
日
）

第
８
回

10
月
12
日
（
金
）

第
９
回

11
月
14
日
（
水
）

第
10
回

12
月
７
日
（
金
）

第
11
回

１
月
17
日
（
木
）

第
12
回

２
月
19
日
（
火
）

9：00 ～ 12：00

消防防災センター

　　

合
併
浄
化
槽
設
置
を
補
助
し
ま
す

　　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方

○
平
成
31
年
３
月
末
ま
で
に
設
置
を
完
了
す

　

る
方

○
５
人
槽
・
７
人
槽
・
10
人
槽
の
い
ず
れ
か

　

を
設
置
す
る
方

○
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
外
に
設
置
す

　

る
方

○
過
去
に
こ
の
補
助
金
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

平
成
30
年
度
補
助
金
限
度
額

転
換
…
汲
み
取
り
便
槽
・
単
独
浄
化
槽
か
ら

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
設
置
替
え
の
こ
と
。

※
必
ず
浄
化
槽
設
置
工
事
前
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い

　
　

生
活
環
境
課　

28
・
６
１
４
５

区
分

新
規

転
換

５
人
槽

22
万
円

33
万
２
千
円

７
人
槽

27
万
６
千
円

41
万
４
千
円

10
人
槽

36
万
４
千
円

54
万
８
千
円

　

空
家
法
第
14
条
第
10
項
に
基
づ
く　

　

公
告
に
つ
い
て

　

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
第
14
条
第
10
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
告
し

ま
す
。

措
置
の
内
容

　

左
記
建
築
物
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者

は
、
平
成
30
年
６
月
13
日
ま
で
に
当
該
建
築

物
を
除
却
す
る
よ
う
命
じ
ま
す
。
そ
の
日
ま

で
に
除
却
さ
れ
な
い
場
合
は
、
市
長
ま
た
は

そ
の
命
じ
た
者
な
ど
が
除
却
し
ま
す
。

建
築
物
の
所
在
地

　

中
之
庄
町
字
光
明
１
２
１
８
・
７

公
告
の
掲
示

　

市
公
告
式
条
例
第
２
条
第
２
項
に
定
め
る

掲
示
場
に
お
い
て
掲
示
し
ま
す
。

　

建
築
住
宅
課　

28
・
６
１
８
４

　

農
地
取
得
な
ど
に
係
る
下
限
面
積
が

　

変
わ
り
ま
す
（
別
段
面
積
の
設
定
）

　

農
地
を
耕
作
目
的
で
権
利
取
得
す
る
場
合

は
、
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
が

必
要
で
す
。
取
得
後
の
耕
地
面
積
合
計
が
一

定
の
広
さ
に
達
し
な
い
場
合
は
、
許
可
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
「
下
限
面
積
要
件
」

が
あ
り
ま
す
。
本
市
で
は
こ
の
下
限
面
積
を
、

農
地
の
流
動
化
や
新
規
就
農
者
を
増
や
す
目

的
で
、
一
部
の
地
域
を
除
い
て
４
月
１
日
か

ら
30
ア
ー
ル
と
設
定
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
事
務
局　

28
・
６
０
５
０



　

こ
の
事
業
に
要
す
る
経
費
は
国
・
県
・
市

で
全
て
負
担
し
ま
す
の
で
、
個
人
負
担
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。
地
籍
調
査
を
名
乗
る
詐
欺

な
ど
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

国
土
調
査
課　

28
・
６
２
２
３

募　

集

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の

　

運
営
に
関
す
る
協
議
会
委
員
募
集

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
関
す

る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
た
め
、
協
議
会
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
被
保
険
者
を
代
表
す
る

協
議
会
委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

任
期　

６
月
１
日
か
ら
３
年
間

報
酬　

１
回
に
つ
き
７
２
０
０
円

応
募
要
件

○
本
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

　

満
18
歳
以
上
の
方
（
市
内
在
住
）

○
本
市
の
職
員
を
含
む
行
政
関
係
の
職
員
ま

　

た
は
市
議
会
議
員
で
な
い
方

○
本
市
の
合
計
４
以
上
の
審
議
会
な
ど
の
委

　

員
で
な
い
方

○
平
日
の
昼
間
、
年
２
回
程
度
開
催
す
る
会

　

議
に
出
席
で
き
る
方

○
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
方

　

１
名

　

５
月
７
日
（
月
）
～
５
月
18
日
（
金
）

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
の
考
え
や
意
見

（
８
０
０
字
以
内
）
を
明
記
し
、郵
送
・
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
様

式
自
由
）。

選
考
方
法

　

書
類
選
考
し
、
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通

知
し
ま
す
（
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
）。

　
　

国
保
医
療
課　

国
民
健
康
保
険
係

　

28
・
６
０
２
０

　

子
育
て
に
関
す
る
講
習
会
（
無
料
）

　

５
月
20
日
（
日
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

四
国
中
央
市
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

　

（
託
児
ス
ペ
ー
ス
有
り
）

　

子
ど
も
の
育
ち
を
地
域
で
見
守
る
～
い
ま

ど
き
の
子
育
て
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と
～

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
会
員
及

び
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
市
民
の
方

　

山
本
由
美
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
え
ひ
め
代
表
理
事
）

　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
５
０

　

狩
猟
免
許
試
験
前
の
予
備
講
習

　

７
月
16
日
（
月
・
祝
）
９
時
30
分
～

　

新
居
浜
市
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

　

（
新
居
浜
市
繁
本
町
８
・
65
）　

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

猟
友
会
宇
摩
支
部
（
村
上
）

　

24
・
７
１
５
９

　

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
が
便
利
で
す

　

工
業
統
計
調
査
は
、
全
国
の
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
に
、
製
造
品
の
出
荷
額
、

原
材
料
使
用
額
な
ど
を
調
査
し
、
我
が
国
に

お
け
る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や
地
域

振
興
な
ど
、
国
及
び
地
域
行
政
施
策
の
た
め

の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
に
は
、
５
月

中
旬
か
ら
６
月
に
か
け
て
統
計
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答

も
で
き
ま
す
。
回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

統
計
作
成
の
目
的
以
外(

税
の
資
料
な
ど)

に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
統
計
調
査
員
は
調
査
員
証
を
携
帯

し
て
い
ま
す
の
で
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

政
策
推
進
課　

統
計
係　

28
・
６
０
０
５

　

地
籍
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成
30
年
度
地
籍
調
査
事
業
一
筆
地
調
査
対

象
区
域

　

富
郷
町
寒
川
山
の
一
部
、
川
滝
町
下
山
・

領
家
の
一
部
、
金
生
町
山
田
井
の
一
部

　

地
籍
調
査
事
業
と
は
、
宅
地
、
田
畑
、
山

林
な
ど
土
地
一
筆
ご
と
の
位
置
や
地
目
、
隣

地
と
の
境
界
な
ど
を
確
認
す
る
調
査
で
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
が
、
地
籍
簿
や
地
籍
図
と

し
て
記
録
さ
れ
、
法
務
局
に
て
法
的
に
保
護

さ
れ
ま
す
。

　

地
籍
調
査
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
内
容
及

び
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
各
区
域
で
開
催
す

る
「
地
籍
調
査
地
元
説
明
会
」
で
詳
し
く
ご

説
明
し
ま
す
。
な
お
、
説
明
会
の
日
時
や
場

所
に
つ
い
て
は
、
土
地
所
有
者
の
皆
さ
ま
に

書
面
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

自
衛
隊
就
職
説
明
会

　

５
月
16
日
（
水
）
18
時
～
19
時

　

福
祉
会
館
３
階　

会
議
室
１

　

仕
事
内
容
や
勤
務
体
系
、
福
利
厚
生
な
ど

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

　

０
８
９
７
・
32
・
５
３
９
６

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え

　

住
宅
や
事
業
所
の
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
８

年
に
一
度
取
り
替
え
る
よ
う
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
た
め
、
設
置
さ
れ
た
年
か
ら
８
年

以
内
ご
と
に
新
し
い
メ
ー
タ
ー
へ
の
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

取
り
替
え
は
、
水
道
局
が
発
注
し
た
指
定

工
事
事
業
者
が
行
い
、
費
用
は
無
料
で
す
が
、

取
替
作
業
中
の
10
分
か
ら
15
分
程
度
は
断
水

と
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

給
水
整
備
課　

28
・
６
４
５
４



講座名 期間 時間 定員など 講師

いきいき健康マージャン初心者

入門講座（全 10 回）

6/7 ～ 8 月　

毎週木曜日
13:00 ～ 15:00 25 名 伴野博文さん

楽しい着付け講座【前期】

（全 15 回）

6/6 ～ 9 月　

主に毎週水曜日
10:00 ～ 11:30

6 名　※着物など着付

けに必要な物をお持ち

の方

岸　照子さん

野菜ソムリエの手ごねパンでラ

ンチ教室講座（全 10 回）

6/22 ～翌年 2月　

主に毎月第 3金曜日
10:00 ～ 13:00 16 名 加藤智子さん

野菜ソムリエの旬の料理教室講

座（全 10 回）

6/7 ～翌年 2月　

主に毎月第１木曜日
10:00 ～ 13:00 16 名 合田麻起さん

おかしとサンドイッチの教室講

座（全 10 回）

6/12 ～翌年 2月　

主に毎月第 2火曜日
10:00 ～ 13:00 16 名

加藤智子さん

合田麻起さん

楽しい陶芸講座【初級】

（全 10 回）

6/7 ～翌年 2月　

主に毎月第 1木曜日
9:30 ～ 11:30

10 名　※陶芸を習った

ことがない方
荒井恵子さん

切り絵講座（全 10 回）
6/14 ～翌年 2月　

主に毎月第 2木曜日
10:00 ～ 12:00 10 名 合田加代子さん

クラフトバンド（紙バンド）講

座（全 18 回）

6/1 ～翌年 3月　

主に毎月第 1・3金曜日
9:30 ～ 12:00 10 名 高石小百合さん

誰でも楽しめる盆栽講座

（全 18 回）

6/2 ～翌年 2月　

主に毎月第 2・4土曜日
19:00 ～ 21:00 10 名 日野　勉さん

コラボで和音講座（全 18 回）
6/12 ～翌年 3月　

主に毎月第 2・4火曜日
19:30 ～ 21:30

10 名　※持参できる楽

器をお持ちの方
辻本瑠美さん

太極拳講座（全 18 回）
6/8 ～翌年 2月　

主に毎月第 2・4金曜日
19:30 ～ 21:00

40 名　※受講歴 4 年以

下の方
河村珠江さん

気功講座（全 18 回）
6/13 ～翌年 2月　

主に毎月第 2・4水曜日
19:30 ～ 21:00 20 名 河村珠江さん

生きがい講座「ライフデザイン」受講生募集

○定員を超えた場合は抽選（未受講者優先）とし、抽選結果は応

　募者全員に通知します。

○定員に満たない場合は開講しない場合があります。

○都合で日程などを変更する場合があります。

　土居文化会館（ユーホール）

　5月 19 日（土）まで

　1,500 円 /1 講座（年間）

　※材料費などは別途
土居文化会館（ユーホール）　28-6353

　

土
の
う
作
製
団
体
募
集

　

台
風
な
ど
に
備
え
、
訓
練
も
兼
ね
て
、
自

治
会
や
自
主
防
災
組
織
で
土
の
う
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
砂
と
袋
は
市
で
準
備
し
ま
す

の
で
、
作
製
し
た
土
の
う
に
つ
い
て
は
、
各

地
域
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
実
施
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
あ

ら
か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

安
全
・
危
機
管
理
課　

28
・
６
９
３
４

　

介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会

　

新
規
入
会
者
募
集

　

介
護
支
援
専
門
員
の
知
識
・
技
術
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

介
護
支
援
専
門
員
で
、
市
内
に
住
所
を
有

す
る
方
や
市
内
事
業
所
に
所
属
す
る
方

主
な
活
動

　

総
会
〔
６
月
８
日
（
金
）
開
催
予
定
〕、
研

修
会
の
ほ
か
、
必
要
な
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

年
会
費

　
千
円

　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７

　

〒
７
９
９
・
０
４
９
７

　

三
島
宮
川
４
・
６
・
55

　

k
o
k
u
h
o
n
e
n
k
i
n
@
c
i
t
y
.
s
h
i
k
o
k
u
c
h
u
o
.

ehime.jp



　

在
宅
ワ
ー
ク
の
落
と
し
穴

　

最
近
「
手
軽
に
在
宅
・
副
業
で
収
入
ア
ッ

プ
」
な
ど
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
簡
単
操

作
す
る
だ
け
で
高
収
入
が
得
ら
れ
る
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
勧
誘
し
、
後
々
高
額
な
シ

ス
テ
ム
費
用
を
請
求
さ
れ
る
と
い
う
ト
ラ
ブ

ル
が
多
数
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
事
例

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

　

「
誰
で
も
す
ぐ
に
収
入
ア
ッ
プ
」「
手
軽
に

　

在
宅
・
副
業
」
な
ど
の
文
言
で
、
在
宅
ワ
ー

　

ク
を
あ
っ
せ
ん
で
き
る
と
消
費
者
を
勧
誘
。

○
在
宅
ワ
ー
ク
を
希
望
し
て
き
た
消
費
者
に

　

対
し
、
会
員
登
録
に
必
要
な
ど
と
称
し
て

　

運
転
免
許
証
の
コ
ピ
ー
な
ど
を
要
求
し
た

　

後
、
在
宅
ワ
ー
ク
の
適
性
判
断
の
為
と
称

　

し
て
簡
単
な
文
章
を
作
成
さ
せ
、
そ
の
文

　

章
を
掲
載
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
業
者
が

　

作
成
し
、
あ
た
か
も
自
分
に
才
能
が
あ
る

　

か
の
よ
う
な
言
葉
で
消
費
者
を
そ
の
気
に

　

さ
せ
る
。
そ
の
上
で
、
本
格
的
に
ホ
ー
ム

　

ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
稼
ぐ
た
め
に
、
多

　

額
の
シ
ス
テ
ム
管
理
費
用
な
ど
を
要
求
さ

　

れ
、
し
ば
ら
く
は
報
酬
が
も
ら
え
る
が
そ

　

の
後
支
払
い
が
止
ま
る
。

○
業
者
か
ら
シ
ス
テ
ム
の
拡
張
を
し
な
け
れ

　

ば
、
今
後
報
酬
が
滞
っ
た
ま
ま
に
な
る
な

　

ど
と
言
わ
れ
、
シ
ス
テ
ム
へ
の
追
加
資
金

　

を
要
求
さ
れ
支
払
っ
て
し
ま
う
が
、
そ
の

　

後
報
酬
が
増
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

　

在
宅
ワ
ー
ク
を
行
う
際
に
、
契
約
前
に
金

額
を
明
示
せ
ず
、
契
約
後
に
多
額
の
費
用
を

請
求
す
る
業
者
や
、
将
来
の
利
益
を
保
証
し

て
そ
の
こ
と
を
前
提
に
多
額
の
費
用
を
要
求

す
る
業
者
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
契
約
時
に
は
慎
重
に
判
断
し
、
お
金
を
支

払
う
前
に
契
約
書
面
な
ど
を
よ
く
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

困
っ
た
時
は
ピ
ピ
ッ
と
相
談
！

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

市
民
く
ら
し
の
相
談
課　

28
・
６
１
４
３

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

１い

や

や

８
８

　

不
動
産
無
料
相
談
（
要
予
約
）

　

５
月
10
日
（
木
）
13
時
～
17
時

　

宇
摩
建
設
会
館
３
階
（
三
島
宮
川
）

　

相
談
日
前
日
ま
で
の
13
時
～
17
時
に
電
話

予
約
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　
　

愛
媛
県
宅
地
建
設
取
引
業
協
会
四
国
中

央
地
区
連
絡
協
議
会　

24
・
２
２
３
５

　

無
料
特
許
相
談
（
要
予
約
）

　

６
月
４
日
（
月
）
13
時
～
16
時

　

四
国
中
央
商
工
会
議
所
〔
旧
川
之
江
保
健

セ
ン
タ
ー
（
金
生
町
下
分
７
８
９
・
１
）〕

　

相
談
日
の
５
日
前
ま
で
に
電
話
予
約

　
　

四
国
中
央
商
工
会
議
所　

特
許
相
談
係

　

58
・
３
５
３
０

内容 日時 場所 問い合わせ先

パソコンワード初級講座
※要事前申し込み

5/11（金）・5/18（金）・
5/25（金）
10：00 ～ 12：00

商工会館 1階　会議室
障がいピアサポート
センター　24-0439

県委託療育等支援事業
（講師派遣など）

随時
支援の必要な方が通う事業所・
幼稚園・保育園・学校など

澄心そうだんさぽーと
22-3311（鈴木）

発達に心配がある未就園・未就学
のお子さんの親子あそびと相談

（発達支援課事業）

週 2回（火・金曜日）
13：00 ～ 14：00

みしま児童センター・
川之江ふれあい交流センター

澄心そうだんさぽーと
22-3311（鈴木）

障がい者の就労相談・支援、
事業所からの雇用相談
※来所による相談は要予約

月～金曜日
9：00 ～ 17：30

サンハイツ三島中央 1階
（三島中央 3-13-12）

ジョブあしすと UMA
23-6558（ファクス兼）

障がいのある方へ　相談・支援事業

　

市
営
墓
地
使
用
希
望
者
募
集

　

次
の
市
営
墓
地
の
使
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
申
込
要
件
な
ど
を
確
認
の
う
え
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
資
格
及
び
要
件

　

本
市
に
本
籍
ま
た
は
住
所
を
有
し
、
現
に

墓
地
が
な
い
た
め
に
遺
骨
を
自
宅
に
安
置
し

て
い
る
な
ど
、
今
す
ぐ
墓
地
を
必
要
と
し
、

２
年
以
内
に
お
墓
を
建
立
す
る
方

申
込
期
間

　

５
月
７
日
（
月
）
～
５
月
31
日
（
木
）

抽
選
日

　

６
月
８
日
（
金
）

　

生
活
環
境
課　

28
・
６
１
４
５

墓園名 所在地 区画数
区画面積

（㎡）

永代使用料

（1㎡あたり）

横地山
中曽根町字横地山

乙 56 番地 2外
9 6

72,000 円

77,000 円

桃山
中曽根町字中山

乙 50 番地 1外
15 4 ～ 6.97

 6,000 円

 8,000 円

13,000 円

14,500 円

16,500 円

桃山新
中曽根町字中田井

1番地 1外
1 6 64,700 円



　
もの忘れチェック体験（無料）
　心配なもの忘れを早期に発見し、

予防に取り組めるよう、パソコンを

使ったタッチパネル式の「もの忘れ

相談プログラム」を体験できます。

１人５分程度で簡単にできます！

　5/2（水）、6/6（水）

　13：30 ～ 15：00

　福祉会館 2階　高齢介護課

　5/15（火）13：30 ～ 15：00

　川之江文化センター 1階

　窓口センター　福祉窓口

　5/24（木）10：30 ～ 12：00

　土居公民館

　高齢介護課　地域包括支援セン

ター　28-6147

ほっとひといきみかんカフェ

（無料）

　今後の暮らしにつなげるお手伝い

をさせていただきます。認知症の方、

またそのご家族の方、お気軽にお立

ち寄りください。

　5/27（日）10：00 ～ 11：30

　特別養護老人ホーム萬翠荘

　（中之庄町）

　認知症についての情報交換

　グループホームいしかわ

　58-0065

相談日は変更する場合があります。事前に電話でお問い合わせください。

 法律相談　※要予約会場の受付は相談日前日 17：15 まで

 5/ 1（火）13：00 ～ 15：00 受付  川之江文化センター1階

 社会福祉
 協議会

28-6127

 5/10（木） 8：30 ～ 11：00 受付  福祉会館 1階　相談室 3

 5/15（火）13：00 ～ 15：00 受付  川之江文化センター1階

 5/18（金） 8：30 ～ 11：00 受付  福祉会館 1階　相談室 3

 5/23（水） 13：30 ～ 15：30  土居福祉センター※要予約

 5/24（木） 10：00 ～ 12：00  新宮高齢者生活福祉センター

 6/ 5（火）13：00 ～ 15：00 受付  川之江文化センター1階

 6/ 8（金） 8：30 ～ 11：00 受付  福祉会館 1階　相談室 3

 司法書士相談　※相談日前日 17：15 までに要予約

 5/ 2（水） 13：00 ～ 16：00  福祉会館1階　相談室2・3
 社会福祉
 協議会

28-6127

 5/ 9（水） 13：00 ～ 16：00  川之江文化センター1階

 5/16（水） 13：00 ～ 16：00  土居福祉センター

 6/ 5（火） 13：00 ～ 16：00  福祉会館1階　相談室2・3

 人権相談

 5/21（月） 10：00 ～ 12：00  土居福祉センター

人権施策課

28-6073

 人権擁護委員の日特設相談日

 6/ 1（金） 10：00 ～ 15：00
 福祉会館1階　相談室1・2

 6/ 4（月） 13：00 ～ 15：00  川之江文化センター4階

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 松山地方法務局四国中央支局
 23-2407

 年金出張相談　※要予約

 5/10（木）10：00 ～ 14：30 受付  川之江文化センター4階  新居浜
 年金事務所

（0897）
35-1445

 5/24（木）10：00 ～ 14：30 受付  川之江文化センター4階

 6/ 7（木）10：00 ～ 14：30 受付  川之江文化センター4階

 6/21（木）10：00 ～ 14：30 受付  川之江文化センター4階

 行政相談

 5/ 1（火）10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

総務調整課

28-6002

 5/ 7（月） 9：00 ～ 12：00  土居庁舎 1階　会議室

 5/ 9（水）10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

 5/15（火）13：30 ～ 15：30  川之江文化センター2階

 5/28（月）10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

 6/ 4（月）10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

 一般・消費・ＤＶ相談（相談窓口）

 5/ 1（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

 市民くらし
 の相談課

28-6143

 5/ 8（火） 9：00 ～ 11：30  土居庁舎 1階　会議室

 5/10（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター1階

 5/17（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター1階

 5/24（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター1階

 5/31（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター1階

 6/ 5（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

 6/ 7（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター1階

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 市民くらしの相談課
 （本庁 2階）

 暴力団相談

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 愛媛県暴力追放推進センター
 089-932-1893

５月の相談日程

今月の納期
固定資産税　1期分

軽自動車税　全期分

保育園保育料　5月分

幼稚園使用料　5月分

市営住宅使用料　5月分

市営住宅駐車場使用料　5月分

※納期限　5月 31 日（木）

水道料金　4月分

下水道使用料　4月分

※納期限　5月 10 日（木）

　65 歳から 74 歳までの方で一定の

障がいのある方は、後期高齢者医療

保険に加入できます。

　詳しくは、お問い合わせください。

　国保医療課　28-6017

障がいのある高齢者の方へ



　

と
い
う
設
問
で
、
一
番
多
か
っ
た
回
答
が

結
婚
問
題
で
し
た
。

　

人
権
劇
で
は
、
同
和
問
題
は
そ
っ
と
し

て
お
い
た
ら
自
然
に
解
決
す
る
と
い
う
「
寝

た
子
を
起
こ
す
な
論
」
や
、
心
に
潜
ん
で

い
る
「
差
別
心
」
な
ど
身
近
な
課
題
を
取

り
上
げ
、
同
和
問
題
解
決
の
た
め
に
、
私

た
ち
は
ど
う
行
動
し
て
い
け
ば
良
い
の
か
、

一
人
ひ
と
り
に
問
い
か
け
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
予
定
は
？
】

　

短
編
番
組
と
人
権
劇
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
継
続
し
て
放
送
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
た
に
、
市
内
小
中
学
校
の
人
権
作
文

や
人
権
標
語
を
、
風
景
な
ど
の
映
像
を
交

え
な
が
ら
紹
介
し
、
子
ど
も
の
感
性
や
自

他
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
番
組
を
放
映
す
る
予
定
で
す
。

※
現
在
放
映
中
の
番
組

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貸
し
出
し

し
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
の
場
合
は
、

左
記
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

　

生
涯
学
習
課　

28
・
６
０
２
８

朝
日
文
化
会
館　

会
館
ま
つ
り

　

６
月
２
日
（
土
）・
３
日
（
日
）

　

10
時
～
15
時

　

三
島
地
域
の
小
中
学
校
の
人
権
取
組
発

表
、
幼
稚
園
・
保
育
園
児
か
ら
高
校
生
ま

で
の
作
品
展
示
、
バ
ザ
ー
、
マ
ル
シ
ェ

　
　

朝
日
文
化
会
館　

28
・
６
０
７
０

人
権
・
同
和
教
育
番
組

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
人
権
・
同
和
教
育

番
組
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

【
目
的
は
？
】

　

人
権
・
同
和
教
育
番
組
を
市
民
の
み
な

さ
ん
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
家
庭
内

で
、
人
権
・
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
会
話

の
き
っ
か
け
づ
く
り
や
、
番
組
を
通
し
て

自
分
自
身
を
振
り
返
る
こ
と
で
、「
み
ん
な

が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
」
た
め
の
、
大
切

な
気
付
き
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

【
現
在
の
放
映
内
容
は
？
】

■
ス
ポ
ッ
ト
番
組
（
約
５
分
程
度
の
短
編

番
組
を
放
送
し
て
い
ま
す
）

　

本
市
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
心
を
育
て

る
５
つ
の
目
標
」
と
「
身
元
調
査
お
断
り

運
動
」
に
つ
い
て
、
寸
劇
や
事
例
紹
介
を

取
り
入
れ
な
が
ら
「
な
ぜ
大
切
な
の
か
」「
な

ぜ
必
要
な
の
か
」
ま
た
そ
れ
ら
が
「
人
権
・

同
和
教
育
と
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
」

と
い
う
こ
と
を
、
わ
か
り
や
す
い
内
容
で

伝
え
て
い
ま
す
。

■
人
権
劇
（
約
40
分
程
度
の
番
組
を
放
送

し
て
い
ま
す
）

　

こ
の
人
権
劇
は
、
結
婚
差
別
を
テ
ー
マ

に
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
に
実
施
し

た
「
人
権
に
つ
い
て
の
市
民
意
識
調
査
」

の
中
で
「
あ
な
た
が
、
最
近
、
同
和
問
題

に
つ
い
て
身
近
で
見
た
り
、
聞
い
た
り
し

た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
で
す
か
？
」

じ
ん
け
ん
広
場

５月の休館日

川之江図書館

三島図書館

毎週月曜日、31（木）
おやこ図書館

毎週月曜日
3（木）、4（金）、31（木）
土居図書館

毎週月曜日、1（火）
4（金）、5（土）
6（日）、31（木）

川之江図書館　28-6256
三島図書館　　28-6053
土居図書館　　28-6354
おやこ図書館　28-6258

検索紙のまち図書館

川
之
江
図
書
館

あ
そ
び
ば
（
幼
児
～
小
学
生
）

　

５
月
19
日
（
土
）
10
時
～

三
島
図
書
館

き
ん
こ
ん
か
ん
の
お
は
な
し
か
み
し
ば
い

（
幼
児
～
小
学
３
年
生
）

　

５
月
19
日
（
土
）
14
時
30
分
～

土
居
図
書
館

新
し
い
お
は
な
し
会
が
始
ま
り
ま
す
！

お
は
な
し
ど
う
ぞ
（
乳
幼
児
か
ら
）

　

５
月
16
日
（
水
）
10
時
30
分
～

お
や
こ
図
書
館

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト
（
乳
幼
児
か
ら
）

　

５
月
19
日
（
土
）
14
時
～

お
は
な
し
会

そ
の
ほ
か
の
お
は
な
し
会
の
日
程
な
ど
は
、
紙

の
ま
ち
資
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
各
図

書
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

イ
ベ
ン
ト
情
報

土
居
図
書
館

水
引
教
室
（
全
２
回
）

　

６
月
３
日
（
日
）・
８
日
（
金
）
９
時
30
分
～

　

あ
わ
じ
結
び
で
花
の
ブ
ー
ケ
作
り

　

一
般

　

15
名

　

５
月
８
日
（
火
）
～

　

１
セ
ッ
ト
１
５
０
円

川
之
江
図
書
館

音
読
を
楽
し
む
会　

※
無
料

　

５
月
16
日
（
水
）
10
時
～
11
時

※
５
月
か
ら
毎
月
第
３
水
曜
日
に
、
年
10
回

実
施
予
定

　

小
説
・
童
話
・
唱
歌
な
ど

　

10
名
～
15
名
（
要
申
し
込
み
）

　

５
月
８
日
（
火
）
９
時
～

お
や
こ
図
書
館

か
わ
い
い
ポ
ー
チ
＆
ヘ
ア
ゴ
ム
作
り　

※
無
料

　

６
月
３
日
（
日
）
10
時
30
分
～

　

小
学
生
～
一
般

　

20
名
（
要
申
し
込
み
）

　

５
月
８
日
（
火
）
９
時
30
分
～

　

宮
崎　

恵
さ
ん

三
島
図
書
館

水
引
で
つ
く
ろ
う　

小
さ
な
花
の
ブ
ロ
ー
チ

※
無
料

　

５
月
17
日
（
木
）
10
時
～
11
時
30
分

　

一
般

　

10
名
（
要
申
し
込
み
）

　

５
月
８
日
（
火
）
９
時
～

　

ち
ょ
き
ち
ょ
き
隊

人権劇での一場面



昨
年
の
妻
鳥
町
民
運
動
会
の
様

子
（
妻
鳥
公
民
館
）

内容

参加費

定員

募集期限

対象者

講師

持参品

問い合わせ先

申込方法・申込先

妻鳥

第
47
回
妻
鳥
町
民
運
動
会

５
月
13
日
（
日
）
８
時
30
分
～

妻
鳥
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
中
止
（
中
止
の
場
合

７
時
に
放
送
）

　

28
・
６
２
５
０

金生

第
21
回
金
生
町
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

５
月
13
日
（
日
）
８
時
30
分
～

金
生
第
一
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
時
は
、
小
学
校
体
育
館

で
ゲ
ー
ム
大
会

　

28
・
６
２
４
９

第
66
回
金
田
町
民
運
動
会

５
月
13
日
（
日
）
９
時
～

金
田
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
順
延
（
延
期
の
場
合

７
時
に
放
送
）

　

28
・
６
２
５
１

金田

中曽根

第
43
回
中
曽
根
町
民
運
動
会

５
月
13
日
（
日
）
８
時
30
分
～

中
曽
根
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
中
止
（
中
止
の
場
合

７
時
に
放
送
）

　

28
・
６
０
６
１

お
い
し
い
パ
ン
教
室

参
加
者
募
集

６
月
７
日
（
木
）
13
時
～

６
・
７
・
９
月
の
第
１
・
３
木
曜
日

（
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

15
名
（
先
着
順
、初
心
者
優
先
）

　

１
回
７
０
０
円

　
　

28
・
６
０
６
１

三島

第
36
回
三
島
町
民
運
動
会

５
月
13
日
（
日
）
８
時
30
分
～

三
島
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
中
止
（
中
止
の
場
合

７
時
に
放
送
）

　

28
・
６
０
６
３

川滝

第
34
回
柴
生
町
民
運
動
会

５
月
13
日
（
日
）
９
時
～
12
時

新
田
公
園

※
雨
天
中
止
（
中
止
の
場
合

７
時
に
放
送
）

　

28
・
６
２
５
２　

土居

銅
山
峰
登
山
に
行
こ
う

５
月
19
日
（
土
）

土
居
公
民
館
７
時
45
分
集
合

（
８
時
出
発
）

　

お
弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
、

登
山
に
適
し
た
服
装

　

５
月
11
日
（
金
）
ま
で

　

28
・
６
３
５
８

第
34
回
川
之
江
町
民

綱
引
き
大
会

５
月
27
日
（
日
）
９
時
～

川
之
江
体
育
館

　

28
・
６
２
４
７

中之庄

第
15
回
中
之
庄
地
区

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

５
月
13
日
（
日
）

中
之
庄
公
民
館
９
時
集
合

※
雨
天
中
止

　
　

28
・
６
０
６
５

天満

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教
室

「
美み

が

く学
」
参
加
者
募
集

５
月
18
日 

（
金
）　　
　
　

14
時
～
15
時
30
分
ま
た
は

19
時
30
分
～
21
時

　

め
ん
つ
ゆ
と
佃
煮
作
り

　

材
料
代

　

５
月
15
日
（
火
）
ま
で

　
　

28
・
６
３
６
０ 

川之江ふれあい
交流センター

寒川

寒
川
町
親
睦
レ
ク
バ
レ
ー
大
会

５
月
13
日
（
日
）
８
時
30
分
～

寒
川
小
学
校
体
育
館

　
　

28
・
６
０
６
６

第
１
回
豊
岡
大
運
動
会

（
豊
岡
町
民
運
動
会
・
豊
岡
小
学

校
大
運
動
会
）

５
月
13
日
（
日
）
８
時
30
分
～

豊
岡
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
の
場
合
、
町
民
運
動
会
は

中
止
、
小
学
校
大
運
動
会
は
順
延

（
中
止
、順
延
の
場
合
７
時
に
放
送
）

　

28
・
６
０
６
７

手
作
り
体
験
教
室　

参
加
者
募
集

毎
月
第
２
水
曜
日

９
時
30
分
～
12
時

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

　
　

28
・
６
０
６
７

豊岡

松柏

第
50
回
松
柏
町
民
運
動
会

５
月
13
日
（
日
）
８
時
30
分
～

松
柏
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
中
止
（
中
止
の
場
合

７
時
に
放
送
）

　

28
・
６
０
６
２



♪からだとこころの健康相談（予約制・無料）

■とき　5/16（水）・6/20（水） 9：00 ～ 11：00
■内容　健康相談、血圧測定、尿検査、体脂肪測定、
　　　　血管年齢測定、唾液ストレスチェックなど
■ところ・申し込み先　四国中央市保健センター
　　　　　　　　　　　28-6054

　地域を元気にするために、健康づくりに関する知識や
技術を学びませんか？
■とき　6/14（木） 13：30 ～ 15：00
　　　　（年間全 6回のうちの 1回目）
■ところ　福祉会館 4階　多目的ホール
■内容　これなら続く！運動習慣
　　　　～運動って楽しかったんだ～
※運動できる服装でお越しください
■定員　50 名程度
■持参品　飲み物　　　　　
■講師　片山昭彦さん（健康運動指導士）
■申し込み先　四国中央市保健センター　28-6054

♪健康づくりサポーター養成講座
　　　　　　　　　　　（予約制・無料）

小児二次救急の体制にご理解を！

○二次救急医療を受けるには、

救急車による搬送か、医師の紹介が必要です。

○二次救急の対象者は、

入院や手術が必要な重症患者です。

※比較的症状の軽い方は、極力昼間にかかりつけ医
に診てもらいましょう。一刻を争う重症患者が、ス
ムーズに診療を受けられるよ
う、適正な受診を行い、救急
医療体制の確保にご理解とご
協力をお願いします

○小児二次救急の現状は、

深刻な医師不足により、平成 25 年度から、四国中
央病院と西条中央病院が当番の日と、県立新居浜病
院が当番の日の２班に分かれ、診療を行っています。

※川之江、新宮地域にお住まいの方へ：健診・育児相談場所は、川之江ふれあい交流センター（市民会館川之江会館隣）です
※お住まいの地域以外の健診日程で受診したい場合は、事前に保健センターまでご連絡ください
●母子健康手帳と健診問診票（育児ノートから切り取って）をご持参ください。
● 1歳 6か月児健診・3歳児健診は歯科健診がありますので、歯磨きをしてお越しください。
●健診当日、お子さんの体調が優れない場合は、無理をせず体調が回復してから受診するようにしましょう。
●上記相談日以外でも、妊娠や育児に関する相談は随時行っていますので、お気軽にご相談ください。

四国中央市保健センター 28-6054  保健推進課川之江窓口 28-6214   保健推進課土居窓口 28-6350

乳幼児健診 ・育児相談 ・妊婦相談　～子どもの健やかな発育のために～

お住まい
（地域）

育児相談
妊婦相談

4か月児健診 1歳6か月児健診 3歳児健診

Ｈ29年12月生 Ｈ30年1月生 Ｈ28年10月生 Ｈ28年11月生 Ｈ27年4月生 Ｈ27年5月生

川之江
新宮

6/11（月）
13：30～ 15：00

5/10（木）
13：00 ～ 13：45

6/7（木）
13：00 ～ 13：45

5/31（木）
13：00 ～ 13：45

6/21（木）
13：00 ～ 13：45

5/17（木）
13：00 ～ 13：45

6/14（木）
13：00 ～ 13：45

川之江ふれあい交流センター（市民会館川之江会館隣）

三島
5/24（木）

13：30～ 15：00
5/15（火）

13：00 ～ 13：45
6/12（火）

13：00 ～ 13：45
5/22（火）

13：00 ～ 13：45
6/19（火）

13：00 ～ 13：45
5/8（火）

13：00 ～ 13：45
6/5（火）

13：00 ～ 13：45

四国中央市保健センター

土居
5/18（金）

10：00～ 11：30
6/1（金）13：00 ～ 13：45

土居こども館 土居庁舎 3階 四国中央市保健センター

四国中央市保健センターで受診できない土居地域の方は、
土居庁舎 3 階で行われる 1 歳 6 か月児・3 歳児健診にお越
しください
とき：6/15（金）13：00 ～ 13：45※対象は H30 年 1 月生・2月生

♪知っ得！ゼミ（予約制・無料）

　健康に関する知って得する情報をお伝えします！
■とき　5/23（水） 13：30 ～ 15：00　　　　
■内容　健康人は歯が命
　　　　～歯周病、百害あって一利なし！～
■定員　40 名程度（参加された方に粗品プレゼント）
■講師　石川　晋

しん

さん（石川歯科院長）
■ところ・申し込み先　四国中央市保健センター
　　　　　　　　　　　28-6054

NEW!



休日当番医　　診療時間　9 ： 00 ～ 18 ： 00
※都合により変更する場合があります急病などで困った時は !

救急外来は、夜間などの急病に対して応急的な処置
を行うところです。休日・夜間に平日の昼間と同じ
ような感覚で安易に救急外来を受診することのない
よう、適切な救急医療機関の利用をお願いします。

お願い

○テレガイド（休日・夜間救急当番医など）

23-5990
消防署につながります。自動音声でその日の夜間
救急病院の病院名と電話番号、また急患医療セン
ターの電話番号を教えてくれます。

○病院案内

28-9119
消防署につながります。担当者が症状などを聞いて
どこの病院へ行けばよいか案内します。

○小児救急医療電話相談

089-913-2777 または ＃ 8000（携帯・プッシュ回線）
医師や看護師などが家庭での応急対処の方法や医療
機関受診について教えてくれます。

◎急患医療センター（内科・小児科）

56-1913　妻鳥町 1501-1（妻鳥小学校西側）
【診療時間】月曜日～土曜日　19：30 ～ 22：30
　　　　　 （日曜日・祝日は休診）　

※急患医療センターの診療は、宇摩医師会の有志の先生方の
ご協力により実施しています

月日 東部 西部

5/3
白石循環器科
58-0444（金生町下分）

鈴木医院
74-7700（土居町小林）

5/4
井上整形外科ｸﾘﾆｯｸ
58-8700（金生町山田井）

大坪小児科
24-5254（三島中央）

5/5
川関高橋医院
56-2022（金生町下分）

松風病院
74-2001（土居町入野）

5/6
ふじえだﾌｧﾐﾘｰｸﾘﾆｯｸ
23-5864（中曽根）

みよし循環器ｸﾘﾆｯｸ
24-5311（寒川）

5/13
中央ｸﾘﾆｯｸ
23-7808（三島中央）

生協宇摩診療所
25-0114（寒川）

5/20
松岡整形外科
58-5455（川之江）

豊岡台病院
25-0088（豊岡）

5/27
大西内科医院
56-2018（金生町下分）

大坪医院
23-2417（三島中央）

6/3
芝医院
56-4811（妻鳥）

栗整形外科病院
24-5550（中之庄）

6/10
岸田ﾒﾃﾞ
56-0188（妻鳥）

西岡病院
24-5511（三島金子）

ｨｶﾙｸﾘﾆｯｸ

5 月 31 日は世界禁煙デーです

（禁煙週間 ： 5月 31日～ 6月 6日）
　喫煙は健康に与える影響が大きく、個人の嗜

し こ う

好にと
どまらない健康問題です。生活習慣病を予防するうえ
でも、一人ひとりが「禁煙」について考えましょう。

　今年度の対象者には、4 月上旬に接種券（紫色の封筒）
を発送しています。接種を希望される対象者は、まずは
かかりつけ医にご相談ください（接種をする場合は委託
医療機関に予約が必要です。また県外での接種を希望され
る方は事前に保健センターまでお申し込みください）。

65 歳 昭和 28 年 4 月 2 日生～昭和 29 年 4 月 1 日生の方
70 歳 昭和 23 年 4 月 2 日生～昭和 24 年 4 月 1 日生の方
75 歳 昭和 18 年 4 月 2 日生～昭和 19 年 4 月 1 日生の方
80 歳 昭和 13 年 4 月 2 日生～昭和 14 年 4 月 1 日生の方
85 歳 昭和 8年 4月 2 日生～昭和 9年 4月 1日生の方
90 歳 昭和 3年 4月 2 日生～昭和 4年 4月 1日生の方
95 歳 大正 12 年 4 月 2 日生～大正 13 月 4 月 1 日生の方
100歳 大正 7年 4月 2 日生～大正 8年 4月 1日生の方

■接種料金　4,000 円
■接種期限　平成 31 年 3 月 31 日（日）まで
■問い合わせ先　四国中央市保健センター　28-6054

■対象者　平成 30 年度に以下の年齢になる方　　　　
（過去に接種を受けたことがある方は助成対象外です）

高齢者の肺炎球菌予防接種

♪離乳食セミナー（予約制・無料）

■とき　5/25（金） 9：30 ～ 11：30
■内容　離乳食の進め方や工夫の話、初期の調理実習
■対象　生後 5～ 6か月のお子さんの保護者
※お子さん連れの場合は、おんぶひもをご持参ください
■定員　10 名
■持参品　母子健康手帳、筆記用具、エプロン、バンダナ、
　　　　　手拭きタオル
■申込期限　5/21（月）まで
■ところ・申し込み先　四国中央市保健センター
　　　　　　　　　　　28-6054

■とき　5/12（土）10:00 ～ 16：00
■ところ　HITO 病院
■内容　看護師付き添いのもと、車いすの方への対応、
　　　　血圧測定、リハビリ見学などの看護の現場体験
■対象　看護師を目指している方など
■定員　20 名　　■申込期限　5/11（金）まで　　
■申し込み先　HITO 病院　看護部看護室　29-5654

♪ふれあい看護体験（予約制・無料）

♪地域医療講演会（無料）

■とき　5/24（木）19：00 ～ 20：30
■ところ　川之江ふれあい交流センター
■内容　本当はこわくない乳腺の病気
■講師　小坂泰二郎さん（HITO 病院　乳腺外科部長）
■問い合わせ先　HITO 病院　地域医療介護連携課
　　　　　　　　29-5704



広報6月号は
6/1（金）発行です

次号

【主な経歴】
昭和 43 年　日本大学芸術学部卒業
昭和 45 年　株式会社　劇団若草入社
平成 19 年　演劇集団　座・東京みかん設立
平成 24 年　四国中央市・みすゞ塾開講

田辺　国武 さん

（昭和 20 年旧新宮村生まれ、東京都在住）

ふるさとアドバイザー　故郷への思いを語る
演出家・演劇集団「座・東京みかん」主宰
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編集･発行

ふるさとの　山に向ひて　言ふことなし 

ふるさとの山は　ありがたきかな　（石川啄木）

　ふるさとの 21 世紀を担う、子どもたちの心が育つ
環境作りのために「心にしみる」お芝居創りを通して、
素朴で新鮮な自然の美しさを感じ、ふるさとや家族を
愛する心、小さな生命への慈しみなどが体験できる「遊
びの塾」として生まれたのが【四国中央市・みすゞ塾】
です。「素直」「謙虚」「感謝」を基本理念とした「みすゞ
塾」は、表面的な演技の上達だけが目的ではありませ
ん。新しく出会った子どもから大人までが、みんなで
一つの作品を創り、演じ、鑑賞し、胸をときめかせ、
感動を分かち合い、共に支え合って、他者への思いや
りや優しさを育みながら、生きていることの証しとし
て心に刻印します。その感動は、いつの日か大人になっ
た時、目の前の困難を乗り越えるための大きな勇気や
力となって、さらなる夢へとつながります。私自身の
力は微々たるものですが、10 年、20 年後、みすゞ塾
を体験したみなさんが、優しさ溢れる故郷として、“世
界へ誇れる四国中央市”を構築されることを確信して
います。誰でも参加できる「みすゞ塾」は、未来へ向
かって勇気と希望を紡ぐ「夢工場」です。

編 集 後 記

四国地域産業協議会が療育用具を寄贈

　3/29（木）、四国地域産業協議会( 鈴木昇会長 )か
ら子ども若者発達支援センター（パレット）内の児童
発達支援センターに療育用具が寄贈されました。同協
議会は、大王製紙㈱及びグループ会社と取引のある企
業などで構成され、会員及び地域社会の発展に寄与す
ることを目的にさまざまな活動を行っている団体です。

5 月から新宮地域に地域おこし協力隊員が
加わりました！

【プロフィール】
前住所地：高知県
趣味：釣り、ステーキの焼き方研究

　生まれと育ちは茨城県ですが、自然豊かな四国に憧れ、
移住しました。地域おこし協力隊の活動として、地域の
皆さまと協力して狩猟を本格的にできることは大変あり
がたいと感じています。地域のイベントや活動にもぜひ
参加したいので、気軽に声をかけていただけると嬉しい
です。また、何もわからない場所での活動になりますの
で、いろいろと教えていただけると助かります。さまざ
まな人たちとの出会いを大変楽しみにしていますので、
どうぞよろしくお願いします。

ブログやフェイスブックでも隊員の活動を随時更新中！
【ブログ】　
「四国まんなか生活」で検索
【Facebook】
「フェイスブック 四国中央市地域おこし協力隊」で検索

青木　藍
あ い

 さん

地域おこし協力隊員（新宮地域）

　やっと春らしいあたたかい日が多くなってきました。こ
の季節の田植えやお茶摘みといった田舎ならではの光景を
見るとなぜだかホッとします。（石）

　今年もさまざまなプロスポーツのシーズンが始まりまし
た。昨年のえひめ国体・えひめ大会での県選手団に続き、
県内各チームの活躍を期待しています。頑張れ「愛媛」！（西）

　4月 15 日、何げなく空を見上げると 1羽の小さなツバメが飛
んでいました。慌ただしい毎日で気づきませんでしたが、いつ
の間にそんな季節にっ！？（藤）

　減量予定でしたが、春の山菜（特に天ぷら）が美味しすぎて、
もう我慢なんてできません！ルーカスのアメリカ料理（P10）、
青木隊員が焼いたステーキ（左上）も食べてみたいなぁ♪（井）

　昭和 39年から平成元年まで、童謡詩人・金子みすゞの実弟である、
劇作家・上山雅輔氏に師事。師の没後、つないだ「金子みすゞの世
界シリーズ」は、30作品以上。

活動内容：鳥獣害対策、狩猟



※紙面の都合上、質問は抜粋しています。

※委員会の様子をケーブルテレビで放送中。産業建設委員会の審査概要

◎三宅　繁博　○苅田　清秀　　山川　和孝　　川上　賢孝　　　◎委員長
　原田　泰樹　　青木　永六　　石川　秀光　　　　　　　　　　○副委員長

　
●議案第 11 号「四国中央市港湾施設条例の一部を改正する条例について」
　議案第 20 号「平成 30 年度四国中央市港湾上屋事業特別会計予算」

質問　　財政的にも厳しい状況の中、急いで上屋の使用料を引き下げる必要はないと思うの
　　　だがいかがか。
答弁　　平成 27 年から老朽化施設の更新を計画的に進めていくことや、何十年にもわたり
　　　費用を平準化していくということで上屋の維持管理計画を立てている。それには、上
　　　屋の利用が継続され持続的な運営ができることが大前提である。今回企業の方にヒア
　　　リングを実施、民間倉庫や他港とのつり合いや今後の収入等、全て勘案した上で維持
　　　管理計画とも関連させており、今回の料金改定は最も適していると判断している。

●議案第 14 号「平成 30 年度四国中央市一般会計予算」所管分

質問　　有害鳥獣捕獲事業だが現在の捕獲の状況を伺う。
答弁　　有害鳥獣捕獲事業は、現時点の実績見込みは二ホンジカ成獣 250 頭、ニホンザル成
　　　獣 80 頭、イノシシ 220 頭である。状況としては年々増加しており、平成 30 年度につ
　　　いても平成 29 年度の見込みに基づき予算計上している。年々問い合わせ等がふえて
　　　いることからも今後についても要望を踏まえつつ増額していきたいと思っている。

質問　　住宅耐震化促進リフォーム等補助事業の内容を伺う。
答弁　　住宅耐震化促進リフォーム等補助事業については、一般リフォーム分 50 件、木造
　　　住宅リフォーム分４件、木造住宅耐震化リフォーム分２件、省エネリフォーム分は限
　　　度額５万円であるが、30 件を予定している。

質問　　老朽危険空家除去事業補助金について伺う。
答弁　　老朽危険空家除去事業補助金については、１件 80 万円で８件を予定で計上している。

質問　　東予ものづくり三市連携推進協議会負担金 350 万円、東予東部圏域振興イベント実
　　　行委員会負担金 1,835 万円はどのような振興イベントを行うのか伺う。
答弁　　東予ものづくり三市連携推進協議会負担金については、当協議会が企画、観光、産
　　　業部会にわかれており、この負担金の産業部会分は、３市合同企業説明会や中小企業
　　　工場管理者養成研修事業に対しての負担金である。
　　　　また、観光部会では、３市のイラストマップの作成、広域観光マップの作成を予定
　　　している。東予東部圏域振興イベント実行委員会負担金の内訳は、昨年の 11 月 24 日
　　　に実行委員会を設立した。その実行委員会の運営費や平成 31 年度にイベントを予定
　　　しているが平成 30 年度には機運醸成を図るために、プレイベントの実施やオープニ
　　　ングイベントの企画、広報宣伝、誘客等で予算を計上している。予算は県が２分の１、
　　　残り２分の１は３市で平等割となる。

●議案第 23 号「平成 30 年度四国中央市駐車場事業特別会計予算」

質問　　栄町第１駐車場使用料 290 万 9,000 円から 255 万 9,000 円となっているが状況につ
　　　いて伺う。また、新町駐車場一般利用と新町駐車場月極利用の状況についても伺う。
答弁　　栄町第１駐車場は、１階全区画数 61 区画のうち利用台数 26 区画、２階は全区画数
　　　36 区画のうち 26 区画が利用されている。栄町第１駐車場１階は区画が狭く入りにく
　　　いことからも利用が少なくなっている。新町駐車場の月極は全区画数 33 区画のうち
　　　利用台数 30 区画、一般利用は区画数 35 区画を確保している。

●議案第 27 号「平成 30 年度四国中央市津根工業団地造成事業特別会計予算」

質問　　工事を何分割かで発注されることにより、多くの企業が参入できると思うが、どの
　　　ように考えているのか。
答弁　　工事の分割等については、中小建設業者等の受注機会を確保するという観点から検
　　　討していきたい。



※紙面の都合上、質問は抜粋しています。

※委員会の様子をケーブルテレビで放送中。教育厚生委員会の審査概要

◎石川　　剛　○眞鍋　幹雄　　飛鷹　裕輔　　吉原　　敦　　　◎委員長
　谷内　　開　　篠永　誠司　　井川　　剛　　　　　　　　　　○副委員長

●議案第２号「四国中央市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定め
　　　　　　　る条例の制定について」

質問　　居宅介護支援事業が県から市に委譲されるに当たって、第５条で介護支援専門員の
　　　人数が規定されたが、当市の居宅介護支援事業者は４月から人数の基準を満たすこと
　　　ができるのか。
　　　　また、第 16 条 20 号の規定は、経過措置等により現在の居宅サービス計画に対し、
　　　訪問回数を規定する予定はあるのか伺う。

答弁　　今回の条例の制定については、現在、県が指定権限を持っており条例を定めている。
　　　それをそのままの形で市で定めるもので、現状においても規定は同様である。
　　　　訪問回数に関しては、国から基準が示される予定であり、全国平均の利用回数プ
　　　ラス２標準偏差として、95％からはみ出るものを想定しており、具体的な数値は現
　　　在示されていない。
　　　　示された後は、市から国の基準に基づいて事業所に周知し、施行日の 10 月１日ま
　　　での間に体制を整えたいと考えている。

質問　　国の基準が定まることに基づいて訪問介護を行うことは、どのような対象者になる
　　　のか。
　　　　また、居宅サービス計画について、介護支援専門員の仕事は過度にならないのか伺う。

答弁　　対象者については訪問の回数が基準以上の方全員であり、件数については全体の５
　　　％程度である。
　　　　通常の訪問介護に係る身体介護以外の生活支援の家事等で、過剰にサービス提供し
　　　ていないかが問題となっており、通常の範囲で提供していることに関しては、それほ
　　　ど問題ないと考える。

●議案第 12 号「平成 29 年度四国中央市一般会計補正予算（第６号）」所管分

質問　　太陽の家成人施設費 150 万円増額の詳細について伺う。

答弁　　燃料費については、Ａ重油の価格高騰によるものである。光熱水費については、特
　　　浴の使用頻度の増加によるものである。

質問　　特浴が使用できるまでは、普通のお風呂に入っていたのか。

答弁　　特浴利用者は６名おり、これまでは支援員の介助による通常入浴か、車椅子のま
　　　まシャワーを浴びる状況であった。特浴設置及び支援員増員により格段のサービス
　　　の向上が図られている。

●議案第 14 号「平成 30 年度四国中央市一般会計予算」所管分

質問　　測量等委託料について、敬寿園の跡地に 110 万円を計上しているが、今後何らかの
　　　事業として考えているのか。また、老人ホーム入所事業において敬寿園はＨＩＴＯ病
　　　院に移譲しているが、この費用は市が支払うものなのか伺う。

答弁　　測量等委託料については、今後売却等を視野に入れ、これから検討する前段として
　　　測量するものである。
　　　　費用については、民間移譲している養護老人ホーム敬寿園は 50 床あったが、建物
　　　の老朽化に伴い 20 名からスタートした。徐々に人数をふやしていく前提での移譲で
　　　あったため、今年度から 14 床ふえることによるものである。
　　　　措置費についてはもともと市が負担することになっている。

質問　　在宅寝たきり老人等介護者慰労金支給事業について金額等を伺う。

答弁　　在宅で 65 歳以上の要介護４、５の方を６カ月以上介護している同居家族の方に対
　　　して介護手当を支給する費用である。非課税世帯の方には月額 7,000 円、課税世帯
　　　の方には月額 5,000 円を支給している。



※紙面の都合上、質問は抜粋しています。

※委員会の様子をケーブルテレビで放送中。総務市民委員会の審査概要

◎西岡　政則　○国政　　守　　三好　　平　　山本　照男　　　◎委員長
　吉田善三郎　　石津千代子　　谷　　國光  　曽我部　清　　　○副委員長

●議案第５号「四国中央市国民健康保険条例の一部を改正する条例について」

質問　　条例改正の理由を伺う。また、全体として、不利になるようなことはないのか。

答弁　　国民健康保険料の賦課額は、医療分・後期支援分・介護納付金分の３部構成になっ
　　　ていて、条例でその根拠を示していた。
　　　　今回、広域化に伴って、市が県に国保事業費納付金を納めるようになったので、こ
　　　の納付金を条例上根拠づける必要があった。新しい 30 年度国保特会の予算費目に合
　　　わせて、賦課の根拠となる条例改正をしたということである。
　　　　また、この条例改正によって、市民が不利になるようなことはない。

●議案第 12 号「平成 29 年度四国中央市一般会計補正予算（第６号）」所管分

質問　　長期債利子が約 7,500 万円減額となった理由を伺う。

答弁　　予算編成時に、その時点で議決済みの市債予算計上額を基に利子予算を積算する。
　　　事業の繰り越しや、その後の対象事業費精査等により実際の借入額が圧縮され、これ
　　　により約 2,500 万円が不要となった。
　　　　また、予想していた利率より低い利率で借り入れができたため、これにより約 5,000
　　　万円が不要となったものである。

●議案第 14 号「平成 30 年度四国中央市一般会計予算」所管分

質問　　移住者住宅改修支援事業の予定は。

答弁　　当事業は、県の補助事業であり、県外から移住し市内の空き家を改修する場合に利
　　　用できる。補助率が３分の２、限度額が 200 万円である。ただし、空き家バンクへの
　　　登録が条件となっており、市では制定していないため、県の空き家バンクへの登録が
　　　あれば利用可能であるが、現在のところ登録物件がないため、当事業の利用見込みは
　　　低い。

質問　　墓地永代使用料の区画数は。また、使わなくなった墓地を市に返却することはでき
　　　るのか。

答弁　　毎年空きがある市営墓地については、５月に公表し、６月に抽選をしている。平成
　　　30 年度は 26 区画の公募を予定しているが、当初予算では 10 区画程度の使用料収入
　　　を見込んでいる。また、墓地の返還も可能であり、その区画については翌年度に募集
　　　をかけリサイクルしている。

質問　　水防費の水難救護委託料の内容は。

答弁　　水難救護委託料は、川之江漁協に対して、急を要するときに漁船の出港を依頼す　
　　　るものである。

●議案第 32 号「平成 30 年度四国中央市財産区管理会特別会計予算」

質問　　公平平等の観点からも、このまま置いておくのもどうかと考えるが、地元で管理し
　　　てもらえるようにできないものか。

答弁　　財産区で約 2,676 ヘクタールを管理してもらっているが、市の市有林が約 3,700 ヘ
　　　クタールで、その約 75％にも及ぶ面積を、市有林に加えて市で管理していくには、
　　　莫大な費用がかかる。御理解いただきたい。



編集委員　◎印は委員長 ○印は副委員長

◎井川　　剛　 ○吉原　　敦　 石川　　剛　 国政　　守　 三好　　平　 苅田　清秀　 西岡　政則

〔お問い合わせ先〕

〒799-0497愛媛県四国中央市三島宮川４丁目６番55号(四国中央市議会内)  TEL 0896-28-6048

《議会だより編集委員会》

　　　 氏　　名
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議 案 第 ６ 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議

長

○ ○

議 案 第 ７ 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議 案 第 11 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議 案 第 12 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議 案 第 14 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議 案 第 17 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議 案 第 20 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議 案 第 25 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議 案 第 28 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議 案 第 31 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議 案 第 33 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議 案 第 34 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議 案 第 35 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

29 年請願第２号 ○ × × × × ○ × × × × × × × × × × ○ × × × ×

各議員の議案に対する賛否の状況 ※ 賛否等の分かれた案件を記載しています。

※ ○：賛成　×：反対

番　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果

議案第 26 号 平成 30 年度四国中央市後期高齢者医療保険事業特別会計予算 原案可決

議案第 27 号 平成 30 年度四国中央市津根工業団地造成事業特別会計予算 原案可決

議案第 28 号 平成 30 年度四国中央市水道事業会計予算 原案可決

議案第 29 号 平成 30 年度四国中央市簡易水道事業会計予算 原案可決

議案第 30 号 平成 30 年度四国中央市工業用水道事業会計予算 原案可決

議案第 31 号 平成 30 年度四国中央市公共下水道事業会計予算 原案可決

議案第 32 号 平成 30 年度四国中央市財産区管理会特別会計予算 原案可決

議案第 33 号 四国中央市川之江庁舎解体工事請負契約の締結について 原案可決

議案第 34 号 平成 29 年度四国中央市一般会計補正予算（第７号） 原案可決

議案第 35 号 土居東認定こども園新築工事（建築・機械設備工事）請負契約の締結について 原案可決

諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
異議なき旨
答　　　申

29 年
請願第２号

「農業者戸別所得補償制度」の復活を求める請願 不採択

29 年
請願第３号

「年金支給の毎月払い」「年金支給開始年齢の引き上げは行わないこと」を求め
る請願

継続審査

29 年
陳情第１号

土居町に移動販売車設置を求める陳情 趣旨採択

29 年
陳情第２号

「所得税法第 56 条の廃止（見直し）」の意見書採択を求める陳情 継続審査



　◆市税などの滞納整理に、徴収猶予や生活権の保障を求める

　　　最近、市税や国保料などの滞納整理に差し押えがふえている。
　　　強権力による強制徴収は真に「やむを得ない場合」にのみ行使が許され、納付には「徴収猶予」や「滞
　　　納処分の停止」などの納税者の権利を認め、「生活権」は尊重されなければならない。これらの周
　　　知を求める。

　市長、財務部長、税務課長
　納税者が地方税法第 15 条の事由に該当する場合は、申請に基づき１年以内に限り徴収が
猶予等されることとなっており、市民への周知も含め前向きに取り組んでいきたい。
　現在までは、滞納者との納税相談時に生活困窮者への配慮や担税力を考慮し、分納誓約
書の提出により分割納付を認め、無理のない範囲での納付計画を立て、納税指導を行うな
どの緩和措置をとっている。
　納税が困難である方からは、財産や債務状況を聴取し、納税の優先・重要性について説
明を行い、状況に応じて財産規模の縮小や適切な債務整理をされるよう、助言を行っている。

その他の質問　〇進む貧困対策に、生活保護の支援を
　　　　　　　○市民負担増が懸念される下水道の公営企業会計化青木 永六 議員

番　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果

議案第１号 組織機構改革に伴う関係条例の整備について 原案可決

議案第２号
四国中央市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める

条例の制定について
原案可決

議案第３号 四国中央市手数料条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第４号 四国中央市こども医療費助成条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議案第５号 四国中央市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第６号 四国中央市介護保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第７号
四国中央市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準
等を定める条例の一部を改正する条例について 

原案可決

議案第８号
四国中央市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び
に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例について

原案可決

議案第９号
四国中央市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援
等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の
一部を改正する条例について 

原案可決

議案第 10 号 四国中央市都市公園条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 11 号 四国中央市港湾施設条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 12 号 平成 29 年度四国中央市一般会計補正予算（第６号） 原案可決

議案第 13 号 平成 29 年度四国中央市津根工業団地造成事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 14 号 平成 30 年度四国中央市一般会計予算 原案可決

議案第 15 号 平成 30 年度四国中央市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決

議案第 16 号 平成 30 年度四国中央市国民健康保険診療所事業特別会計予算 原案可決

議案第 17 号 平成 30 年度四国中央市介護保険事業特別会計予算 原案可決

議案第 18 号 平成 30 年度四国中央市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 原案可決

議案第 19 号 平成 30 年度四国中央市福祉バス事業特別会計予算 原案可決

議案第 20 号 平成 30 年度四国中央市港湾上屋事業特別会計予算 原案可決

議案第 21 号 平成 30 年度四国中央市西部臨海土地造成事業特別会計予算 原案可決

議案第 22 号 平成 30 年度四国中央市寒川東部臨海土地造成事業特別会計予算 原案可決

議案第 23 号 平成 30 年度四国中央市駐車場事業特別会計予算 原案可決

議案第 24 号 平成 30 年度四国中央市簡易水道事業特別会計予算 原案可決

議案第 25 号 平成 30 年度四国中央市介護予防支援事業特別会計予算 原案可決

平成 30 年 第１回 四国中央市議会定例会　議決結果一覧



　
◆老人会（四国中央市老人クラブ連合会）について

　　　老人会は地域コミュニティへの協力や、通学時の交通安全見守り隊等地域にはなくてはならない存

　　　在だが、会員数の減少に伴い補助金も減少し、魅力がなくなり活動に支障をきたしている。

　　　会員数の変遷、会の位置づけ、今後の取り組みと合わせ、補助金の見直しを問う。

　副市長、福祉部長、高齢介護課長
　四国中央市老人クラブ連合会の会員数は、合併当初の平成 16 年度は 5,673 人であったが、
平成29年度は3,398人となっており、約40パーセント2,275人の減少となっているが、健康・
友愛・奉仕の三大運動のもとに、これまで老人クラブが取り組んでこられた防犯や友愛・
健康づくり活動は、地域になくてはならない存在と認識している。
　補助金については、平成 29 年度から会員１人当たりの単価を 100 円引き上げたが、会員
数の増減により年間事業費に変動が生じることは、今後の課題として承知しており、組織
の安定運営の観点からも事業内容や効果に照らした助成のあり方を検討するなど、今後も
引き続き活動を支援していきたいと考えている。

山川 和孝 議員 その他の質問　○防犯灯設置補助金について　○インフルエンザ予防接種について

　

石津千代子 議員

◆第７期介護保険事業計画について

　　　人口減と超高齢化のもとで、本市の平成 29年の高齢化率が 30.8％となっている。

　　　第６期介護保険計画の広域型特別養護老人ホームが未整備のままになっているが、現在入所を待って

　　　いる人も大勢いることから、第７期での施設整備の見込みを詳しく教えてもらいたい。

　市長、副市長、高齢介護課長
　第６期計画で整備を予定していた 100 床の広域型特別養護老人ホームは、開設予定事業
者の事由により未整備となり、入所待機環境は依然として改善されていない。
　第７期計画では広域型特別養護老人ホームについては、各事業者が参入しやすいように
整備の単位が施設数ではなくベッド数で位置づけられていることから、既存施設の増床に
よる対応も可能であり、広域型では多床室、小規模型ではユニット型個室での居室環境の
整備を行う予定である。

その他の質問　〇児童虐待について　○学校図書館について

　　　

◆債権管理の今後の取り組みについて

　　　自主財源の確保や市民負担の公平性の確保を図るためには、債権の発生から回収に至るまでの適正

　　　な管理を行う必要がある。

　　　全庁的な取り組みとして、統一した処理基準を構築するためにも、債権に関する条例等の制定等を

　　　実施すべきと考えるがいかがか。

篠永 誠司 議員

　市長、副市長、総務部長、財務部長、福祉部長
　債権管理対策室を平成 30 年度からは税務課内に配置し、各所管課だけでは困難となって
いる債権の滞納整理を行うなど、徴収強化に取り組むこととしている。
　また平成 29 年度に立ち上げた債権管理委員会において、債権回収にかかる目標の設定や
徴収の推進体制の整備を検討しているところであり、債権管理に関する事務処理の基準を
定めることや、市民負担の公平性の確保と、債権管理のさらなる適正化を趣旨とした、債
権管理条例の策定に向けた調査研究もあわせて行っていきたい。

その他の質問　○教育行政について

　◆公用車へのドライブレコーダーの設置について

　　　本市にも 360 台あまりの公用車があるが、ドライブレコーダー設置のメリットは、交通事故の原因・
　　　過失の有無などが確認できるほか、客観的に運転行動を振り返ることで、安全運転教育に活用でき
　　　ることから、意識の向上を図ることができる。
　　　また昨年は 60 件近くの不審者情報が寄せられており、動く防犯カメラとしても活用できることか
　　　ら、公用車へのドライブレコーダーの設置についての考え方を伺う。

谷内　 開 議員
その他の質問　○ふるさと納税について　○地域包括ケアシステムについて
　　　　　　　○産地収益力強化支援事業について

　財産管理課長
　本市での公用車の事故件数は年間約 25 件前後で推移しており、ガードレール等へ接触す
る自損事故や、駐車場での他車との接触が大半を占めている。
　ドライブレコーダー設置の効果としては、事故発生時に責任の所在が明確になることや、
公用車が安全に運行されているかどうかの確認が行えるため、職員の安全運転意識や、マ
ナーの向上につながる効果が見込まれる。
　既に導入済みの自治体での効果や、本市における公用車の事故件数の推移を踏まえなが
ら、設置に向けた検討を行いたい。



飛鷹 裕輔 議員

　建設部長、建築住宅課長
　応募者が年々減少していることから、平成 29年度の補助実績をもとに平成 30年度は 750
万円の予算要求を行ったが、申請状況によっては補正予算による増額を検討したい。
　申し込み時期の前倒しや受付期間の延長等については、今年度制度改革を行ったことから、
周知期間も必要であったが、新年度の市報への掲載など、可能な限り御要望に沿えるよう検
討していきたい。

◆住宅耐震化リフォーム等補助事業の充実を求める

　　　経済効果 16.5 倍と地域活性化の切り札として、平成 24 年度に 500 万円予算化され、平成 29 年度
　　　はより充実された。他市の状況を踏まえて補助金額の上限の増額し、750 万円に減額された平成 30
　　　年度の予算要求額を今年度の 1500 万円に戻すこと。より使いやすくするためにも、事業の前倒し
　　　と申込み時期の延長を求める。

その他の質問　○ＪＲ伊予三島駅の駐輪場に、屋根の整備を求める
　　　　　　　○子供たちによりよい学習環境を。学校にエアコンの整備を求める
　　　　　　　○安心して使える市独自の給付型奨学金制度の創設を求める
　　　　　　　○公営住宅の入居について

一 般 質 問
紙面の都合上

一般質問の一部

を掲載してい

ます。　 　

吉原　 敦 議員

　市長、福祉部長、発達支援課長
　パレットでは、発達相談や発達検査・個別支援計画策定の推進・障害児通所支援・さまざ
まな困難を有する子供と若者の総合支援を行うほか、障がいや特性のある子どもの早期発見・
早期療育に資するよう検診への参加や、各種研修会へ専門職の派遣を行っているところであ
る。またパレットの周知により、就学前の幼児・児童・生徒の相談に加えて、若者のひきこ
もりについての相談がふえてくると思われるが、相談者の状況に合わせて適切な支援を行う。
他の施設との比較については、本市が先駆けて発達支援事業に取り組んでいるところであり
比較は難しいのだが、寄せられる意見や要望を運用面での参考としたい。

◆子ども若者発達支援センター（パレット）の活動について問う

　　　パレットが稼働してもうすぐ１年になるが、その現状はどうなのか。

　　　理念に沿った支援サービス等が多くの市民に理解、利用されているのか、同センターの四半期報告

　　　書に沿って質問する。具体的活動状況。その内容と種類。また、子どもから若者までの継続した支

　　　援体制が見えてきているのか、県の支援センターとの比較から、点検と提案をする。

◆南海トラフ巨大地震発生確率 80％を受けての防災対策について

　　　南海トラフ巨大地震の発生確率が 70％から 80％に引き上げられたことにより、危難に対する備え
　　　の緊急性・必要性が一層明白となった。避難所となる学校と地域の話し合いは進んでいるのか。公
　　　民館の耐震化の状況は。公共施設への防災井戸・マンホールトイレの設置について伺う。

　市長、消防長
　災害時の避難所の円滑な運営には、学校と学校を避難所として利用する地元自治会や自
主防災組織との情報共有が大切であるが、多くの学校では協議が行われていないため、協
力できるように準備を進めていきたい。
　避難所に指定されている 20 の公民館のうち、耐震基準を満たしていない６館についても
計画的に耐震化を進め、耐震化率 100％を目指したい。
　防災井戸は、三島公民館隣の中央公園に設置され、川之江児童館跡地のにぎわい広場に
も整備を検討している。
　なおマンホールトイレについては、長津・中曽根公民館に整備済みで、金生公民館・市
民文化ホール・にぎわい広場、川之江老人憩いの家跡地の防災広場に整備予定である。

その他の質問　○ボランティア活動について　○公共施設の利用について石川　 剛 議員



　

◆組織機構改革について

質問　部及び課をどのように改編したか
答弁　管理部門は総務部と政策部の２部体制と
　し、総務部には総務調整課など計６課を配し、
　新設する政策部には政策推進課など計５課を配
　することとしている。教育委員会については、
　部の名称を教育管理部・教育指導部に改称し、
　教育管理部には文化・スポーツ振興課を新設す
　るほか、議会事務局には議事調査課を設置し、
　平成 29 年度の 12 部 49 課体制から平成 30 年度
　は 11 部 48 課体制となる。

◆地方創生の取り組みについて

質問　新年度の主な地方創生事業について
答弁　ＵＩＪターンの促進と地域人材の流出防止
　への取り組みに加え、効果的な情報発信を一体
　的に進めることが重要であり、具体的には、都
　市部の学生を対象として市内企業との交流会や
　紙のまち魅力体験バスツアーを実施する。また、
　市内の児童・生徒には、企業見学やものづくり
　体験学習・産業ＰＲなどを行い、情報発信面で
　は、ＵＩＪターンや移住に役立つポータルサイ
　トの充実を図る予定である。

◆国民健康保険の広域化について

質問　平成 30 年度の保険料率について

答弁　１月末に県から公表された標準保険料率の

　算定結果と、２月初旬に通知のあった納付金額

　をもとに平成 30 年度の保険料率を算定するこ

　ととなるが、最終決定については平成 29 年度

　の決算見込みの状況も考慮したうえで、被保険

　者に過度な負担が生じることのないように運営

　協議会などでも十分協議を行い、６月までには

　保険料率を決定したい。

◆産業振興策における津根工業団地造成につ
　いて

質問　津根工業団地造成の目的、意義について
答弁　産業活力の維持・増進に欠かせない企業誘
　致や留置に本格的に取り組むことにより、企業
　立地戦略において自治体間競争を勝ち抜くこと
　を目的としており、事業の完成後新しく企業が
　立地することで、市の持続的な成長はもとより、
　新たな雇用の創出や若者が定住する人口の増加
　に対しても重要な意義を持つといえる。

日本共産党

その他の質問

○公営住宅の管理・運

　営について

○高速バス利用者の利

　便性向上にエレベー

　ター設置を要望しよ

　う

◆出先機関となった施設こそ市民の身近な相
　談所に

質問　公民館で諸証明の発行を求める
答弁　公民館は生涯学習の拠点として市内各地
　域に設置しているが、地域住民からの相談窓口
　の機能も担っているほか、併設している５カ
　所の支所や出張所においては、諸証明の発行も
　行っている。
　　公民館を初めとした庁外施設での市民サービ
　スのあり方を検討する必要性は十分認識してい
　るが、当面は各地域の窓口センターや出張所等
　において対応していきたい。

◆「格差と貧困」を広げ、大軍拡を進める国
　家予算（案）から市民を守ろう

質問　財政調整基金などの活用で「市民一人一人
　の幸せづくりの応援」を

答弁　財政調整基金は、平成 22 年度に目標設定
　した 68 億円の確保を平成 26 年度に達成し、平
　成 29 年度末残高でも、66 億円余りを確保でき
　る見込みである。
　　財政運営は今後も厳しさが増すと考えられ、
　経常的な歳入をもって歳出予算を編成できる体
　質に変えていく必要がある。今後も市民ニーズ
　にきめ細やかに対応しつつ、健全な財政を将来
　に引き継ぐためにも、選択と集中による予算編
　成に取り組みたい。

◆安倍９条改憲ノー。憲法生かす政治を目指
　すべき

質問　篠原市長の見解を問う
答弁　憲法は不磨の大典ではなく、時代や社会
　情勢によって変わるべきだと考えている。
　　自衛隊員が被災者を救うために命がけで頑張
　ることで、被災者がどれほど勇気づけられてい
　るかということを考えると、国民にとってなく
　てはならない存在であることから、憲法第９条
　の１項、２項は厳守しなければならないが、自
　衛隊という文言を憲法に明記すべきだと考えて
　いる。

注）不磨の大典とは…すりへらず長く価値を持つ
　　　　　　　　　　法典の意味

  本会議での発言を記録した３月定例会の「会議録」を、６月上旬に市役所本庁ロビー、窓口センター及び市内

各図書館に備えます。

  また、四国中央市議会ホームページにも全文掲載します。検索も可能ですのでごらんください。

その他の質問

○三島川之江港の整備

　について

○空家等対策について

自由民主党

◆市民主役のまちづくり

質問　コンパクトシティ・プラス・ネットワーク
　の居住誘導区域の設定について

答弁　今後の人口減少に対応するために、コンパ
　クトとネットワークが重要であり、都市機能誘
　導区域に病院・商業施設・公共施設などの都市
　施設を配置し、その周りに居住誘導区域を設定
　して、人口密度を維持することで都市の利便性
　を確保していく方針である。ただし、これは区
　域外の公共サービスの切り捨てではなく、必要
　な公共サービスは継続しながら、プラスアルフ
　ァの施策として、街中の活性化と公共交通の充
　実を図るものである。

西岡 政則 議員

三好　平 議員



　

新風会
◆平成 30 年度一般会計当初予算について

質問　一般会計当初予算の特徴について
答弁　当初予算としては合併後最大規模で様々
　な行政課題の総仕上げに向けた予算である。
　歳出中、公債費・社会保障費・扶助費などの義
　務的経費が増加傾向で、歳入では、普通交付税
　の合併算定替縮減のほか、市税収入においても
　少子高齢化の影響により先行きに不透明感があ
　り、財源の確保に苦慮した。
　　また、財政の健全性維持に向けた取り組みと
　して、財政健全化推進委員会を立ち上げ、効率
　的かつ効果的な財政運営を目指した。

◆新庁舎の建設等について

質問　新庁舎建設の現在の進捗状況と今後の予定
　について
答弁　平成 29 年１月の起工式に引き続き、４月

　から基礎工事に着手し、９月には免震装置の
　設置を行った。本庁舎・市民交流棟を合わせ
　た全体の進捗率は 45.5% で計画どおりとなっ
　ている。今後は本年８月の完成を目指してお
　り、９月下旬には新庁舎へ引っ越し、業務を
　開始する予定である。その後は現在の本庁舎
　の解体を行い、平成 31 年９月までに立体駐車
　場の整備を予定している。

◆国道 11 号川之江三島バイパスの延伸につ
　いて

質問　バイパス延伸区間の「ルート」、「道路構造」
　の変更案について
答弁　宇摩向山古墳の史跡の保護エリアを避ける
　必要があり、周辺地域の生活環境への影響を少
　なくするために、回避ルートは最小限にとどめ、
　一部をトンネルにする予定である。
　　また川之江町大門地域の市道川之江山田井線
　とバイパスとの交差点は、ハーフランプ方式の
　立体交差から、利便性のよい平面交差に変更す
　る予定である。

◆県立新居浜特別支援学校分校の誘致について

質問　誘致に向けた現在の進捗状況について
答弁　分校設置の対象となる小学校のＰＴＡや、
　地元の各種団体や自治会に説明会を開催した
　が、誘致を前向きに捉えてもらえる一方で、支
　援を要する児童・生徒とのかかわり方や施設・
　運用面において心配する声もあった。
　　これらの意見を真摯に受け止め、今後は、Ｐ
　ＴＡ・学校・教育委員会で環境整備など情報を
　共有しながら、分校の誘致に向けて、愛媛県教
　育委員会と具体的な協議を始めたい。

かがやき・
公明クラブ

その他の質問

○所有者不明の土地利

　用について

○洪水回避、流量確保

　のための河川の管理

　について

○林業の成長産業化と

　森林の適切な管理の

　推進について

○水道事業について

○介護保険事業について

◆地域医療について

質問　肺炎球菌ワクチン予防接種のコール、リ
　コールについて

答弁　死因別死亡率第３位の肺炎は年々増加傾向
　にあり、高齢者の死因に占める割合が高いこと
　から、肺炎の重症化予防対策として、平成 26
　年から肺炎球菌ワクチンの予防接種が定期接種
　化された。対象年度に１回限りという制限があ
　り、該当する方には文書等でお知らせしている
　が、その機会を逃すと今後定期接種の対象とな
　らないことから、接種を希望する方がその機会
　を逃すことのないよう、再通知を含む対策につ
　いて、今後検討したい。

◆地域振興について

質問　第72回国民体育大会「愛顔つなぐえひめ国
　体」の成果について

答弁　国体の開催期間中には選手・監督など、約
　３万人の方が来市され、施設整備や運営費等に
　よる経済効果が約 37 億 7,000 万円となってい
　る。
　　今後は国体を通じて整備された施設やスポー
　ツ意識の高揚などを活かすために、新設する文
　化・スポーツ振興課において継続してスポーツ
　振興に取り組んでいきたい。

◆地域コミュニティについて

質問　地域コミュニティ活性化事業について
答弁　地域社会では人と人の絆が失われつつある
　中「市民が主役の市民自治の確立」を理念とす
　る自治基本条例で、地域課題は地域住民自ら考
　え、取り組み、豊かな地域社会を希求するとし
　ている。行政主導の仕組みを見直し、地域の様々
　な人たちと協働によるまちづくりを行うために
　地域コミュニティ基本計画を策定しモデル事業
　に取り組んできた。平成 29 年度より事業を拡
　大し三島地区と中曽根地区で準備を進めてい
　る。今後は、必要に応じて制度の見直し等も行
　い地域コミュニティの活性化に取り組みたい。

代 表 質 問 質問は抜粋し、要約しています。

その他の質問

○川之江地域まちづく

　り事業について

○川之江ふれあい交流

　センターについて

◆突然死ゼロを目指した、危機管理体制整備
　について

質問　救急車要請時のスマホ119、ＵＲＬ画像送受
　信体制について
答弁　救急車要請時において、スマホから傷病者
　の画像を送受信するシステムは、メーカーによ
　る開発段階であり実用化にはいたっていない
　が、愛媛県が構築した「えひめ医療情報ネット
　救急搬送情報システム」では、救急隊が持つ専
　用タブレットから傷病者の状況等を事前に送信
　することで、医師が直接画像を確認することが
　可能なことから、早期受け入れ体制の構築に役
　立っている。

国政　守 議員

吉田善三郎 議員



主な内容
① 代表質問 ･･････････････P35 ～ P34
② 一般質問 ･･････････････P33 ～ P31
③ 議決結果一覧等 ････････P31 ～ P30
④ 委員会の審査概要 ･･････P29 ～ P27
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　平成 30 年第１回定例会は、去る２月 27 日から３月 23

日までの 25 日間の会期で開かれました。

　今定例会には、平成 30 年度一般会計予算を初め、市長

提出議案 35 件、諮問１件が上程されました。
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第 10 回 議会報告会 
       開催します！

 『生き急ぐ』
　　　『蜜と蜂』 

『第９回議会報告会　知ってフォーラム』


